
当
資
料
セ
ン
タ
ー
主
催
「
差
別
の
歴

史
を
考
え
る
連
続
講
座
（
全
六
回
）
」
の

第
一
回
（
六
月
十
日
）
・
第
二
回
（
六
月

二
四
日
）
の
講
演
要
旨
は
次
の
通
り
で
す
。

詳
し
く
は
年
度
末
に
発
行
予
定
の
講
演

録
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

「
身
分
」
と
は
広
義
で
は
「
職
業
的

（
職
縁
）
・
地
域
的
（
地
縁
）
に
共
通
の

特
徴
を
有
し
た
社
会
的
な
人
間
存
在
の

あ
り
方
」
の
こ
と
で
、
狭
義
に
は
「
職

業
的
（
職
縁
）
・
地
域
的
（
地
縁
）
に
共

通
の
特
徴
を
有
し
た
出
自
（
血
縁
）
に
よ

る
社
会
的
な
人
間
存
在
の
あ
り
方
」
と

な
る
。

江
戸
時
代
が
「
士
農
工
商
」
と
い
う

「
近
世
身
分
制
」
で
あ
る
と
い
う
考
え

方
は
未
だ
根
強
い
が
、
「
士
農
工
商
」

と
は
各
「
職
分
」
（
職
業
的
本
分
）
の
あ

り
方
の
こ
と
で
、
身
分
序
列
の
社
会
制

度
の
実
態
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
そ

し
て
、
「
農
・
工
・
商
」
（
農
人
・
職
人
・

商
人
）
は
職
業
に
よ
る
身
分
的
呼
称
で
あ
っ

て
、
出
生
に
よ
る
身
分
で
は
な
い
。
そ

こ
に
は
身
分
的
な
序
列
は
な
く
、
職
業

や
居
住
地
の
変
更
に
よ
っ
て
呼
称
は
変

わ
っ
た
。
「
被
差
別
民
」
の
多
く
も

「
農
・
工
・
商
」
に
従
事
し
て
い
た
。

江
戸
時
代
の
身
分
差
別
の
社
会
構
造

は
三
つ
の
身
分
層
（
武
家
・
平
人
・
被
差

別
民
）
と
そ
の
関
係
性
に
よ
り
成
り
立
っ

て
い
る
。
「
武
家
」
と
「
平
人
」
を
画

す
る
の
は
領
主
・
領
民
と
い
う
封
建
社

会
の
政
治
的
支
配
・
被
支
配
の
関
係
で

あ
る
。
そ
れ
に
対
し
「
平
人
」
と
「
被

差
別
民
」
の
身
分
層
を
画
す
る
の
は
、

身
分
差
別
を
正
当
化
す
る
「
異
種
観
念
」

や
「
浄
穢
観
念
」
等
に
基
づ
く
構
造
的

な
社
会
関
係
で
あ
り
、
制
度
に
よ
っ
て

画
さ
れ
た
関
係
で
は
な
い
。
個
々
の
身

分
を
隔
て
て
い
る
ハ
ー
ド
ル
は
生
ま
れ

に
よ
っ
て
固
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は

な
く
、
職
業
や
居
住
地
の
変
更
等
の
通

常
の
条
件
獲
得
に
よ
っ
て
変
更
可
能
で

あ
り
、
生
ま
れ
に
よ
る
職
業
や
居
住
地

等
に
一
生
縛
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

か
っ
た
。
ま
た
、
「
平
人
」
「
被
差
別

民
」
身
分
層
に
お
け
る
個
々
の
身
分
と

職
業
は
必
ず
し
も
対
応
（
一
致
）
し
な
い
。

身
分
を
構
成
す
る
三
要
素
（
地
縁
・
血
縁
・

職
縁
）
の
内
、
職
業
（
職
縁
）
は
、
「
身

分
」
本
来
の
成
り
立
ち
に
お
い
て
必
要

不
可
欠
な
構
成
要
素
で
は
あ
る
が
、
あ

ら
ゆ
る
職
業
が
一
対
一
で
特
定
の
身
分

に
対
応
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
た

と
え
ば
、
農
業
（
農
地
所
持
・
農
業
経
営
・

農
作
業
）
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
職
業

は
「
平
人
」
「
被
差
別
民
」
の
双
方
が

従
事
し
て
い
た
。
「
被
差
別
民
」
で
あ

る
「
か
わ
た
」
の
専
業
と
見
ら
れ
が
ち

な
雪
踏
産
業
（
雪
踏
の
生
産
・
販
売
）
に

お
い
て
も
「
平
人
」
（
町
人
）
の
従
事
が

み
ら
れ
た
。
江
戸
時
代
が
「
構
造
的
な

身
分
差
別
の
社
会
」
で
あ
っ
た
こ
と
、

そ
し
て
、
政
治
権
力
が
、
そ
の
よ
う
な

身
分
差
別
を
利
用
し
て
身
分
に
か
か
わ

る
政
策
を
施
行
し
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
し
か
し
、
こ
の
逆
で
は
な
い
。
す

な
わ
ち
、
政
治
権
力
の
身
分
政
策
に
よ
っ

て
「
構
造
的
な
身
分
差
別
の
社
会
」
が

誕
生
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
「
江
戸
時

代
は
身
分
制
度
の
社
会
で
あ
っ
た
」
と

い
う
こ
と
と
「
『
部
落
』
は
政
治
が
つ

く
っ
た
」
（
「
政
治
起
源
説
」
）
な
ど
と

い
う
考
え
方
は
、
同
根
の
間
違
い
で
あ

る
。和

泉
国
泉
郡
南
王
子
村
（
「
か
わ
た
」

身
分
の
み
で
構
成
す
る
「
か
わ
た
村
」
）
の

事
象
を
史
実
に
基
づ
い
て
分
析
す
る
と
、

「
平
人
」
と
「
被
差
別
民
」
の
双
方
間

に
移
動
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

『
人
別
送
り
手
形
』
と
い
う
江
戸
時

代
の
正
式
な
転
籍
届
が
あ
る
。
居
住
元

の
役
所
で
あ
る
「
摂
州
大
坂
嶋
之
内
南

毛
綿
町
会
所
」
か
ら
、
転
籍
先
の
役
所

で
あ
る
「
（
南
）
王
子
村
御
役
所
中
」

宛
に
作
成
さ
れ
た
書
類
に
よ
る
と
、
弘

化
二
年
巳
四
月
、
大
坂
の
「
加
島
屋
利

兵
衛
忰
虎
吉
」
（
「
平
人
」
）
が
、
泉
州

（
和
泉
国
）
の
南
王
子
村
に
正
式
に
転
籍

し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
虎
吉
は
、

「
職
稼
」
の
た
め
に
大
坂
か
ら
南
王
子

村
に
転
入
し
、
「
親
方
」
で
あ
る
新
治

郎
（
転
居
先
の
雪
踏
商
人
）
の
下
で
雪
踏

職
人
と
し
て
一
〇
年
季
の
「
奉
公
稼
」
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江
戸
時
代
の
身
分
と
身
分
差
別

―
江
戸
時
代
は
「
身
分
制
」
の

社
会
で
は
な
か
っ
た
―

講
師

畑
中

敏
之
さ
ん

（
立
命
館
大
学
教
員
）



を
し
、
年
季
中
に
南
王
子
村
に
て
結
婚

を
し
た
た
め
年
季
明
け
後
の
転
籍
を
決

意
し
た
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
反
対
に
、

南
王
子
村
（
「
か
わ
た
村
」
）
か
ら
大
坂

（
「
平
人
」
の
町
）
へ
の
移
動
の
事
例
も

あ
り
、
南
王
子
村
五
兵
衛
忰
亦
次
郎
が

明
和
九
（
一
七
七
二
）
年
三
月
に
大
坂
市

中
で
の
七
か
年
以
前
か
ら
の
「
鹿
白
皮

張
薫
之
仕
事
（
鹿
皮
関
係
の
仕
事
）
」
に

奉
公
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

南
王
子
村
か
ら
領
主
一
橋
家
の
在
地

役
所
で
あ
る
和
泉
国
泉
郡
府
中
村
「
府

中
役
所
」
・
大
坂
「
川
口
役
所
」
宛
の

書
類
、
ま
た
、
幕
府
の
役
所
で
あ
る
大

坂
町
奉
行
所
・
堺
奉
行
所
宛
の
書
類
の

い
ず
れ
に
も
「
穢
多
」
称
の
使
用
は
必

ず
し
も
義
務
付
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、

「
か
わ
た
」
称
は
、
強
制
さ
れ
る
「
穢

多
」
称
を
拒
否
す
る
た
め
の
対
抗
手
段

と
し
て
使
用
さ
れ
る
「
自
称
」
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
「
穢
多
」
は
差
別
に

よ
っ
て
社
会
的
に
強
制
さ
れ
た
身
分
呼

称
で
あ
る
が
、
制
度
的
（
公
的
）
な
も
の

で
は
な
い
。

南
王
子
村
は
神
事
に
か
か
わ
る
役
務

の
負
担
者
と
し
て
信
太
郷
内
に
居
住
地

（
「
除
地
」
）
を
与
え
ら
れ
た
が
、
信
太

郷
七
か
村
（
上
代
村
・
中
村
・
太
村
・
尾
井

村
・
富
秋
村
・
王
子
村
・
上
村
）
は
南
王
子

村
を
信
太
明
神
（
聖
神
社
）
の
同
格
の

「
氏
子
」
と
は
認
め
て
い
な
か
っ
た
。

一
八
二
六
（
文
政
九
）
年
二
月
、
信
太
山

「
明
神
境
内
」
に
お
け
る
「
首
く
ゝ
り

人
」
の
「
番
并
取
片
付
」
を
め
ぐ
っ
て

信
太
郷
七
か
村
と
南
王
子
村
と
の
間
で

紛
争
が
勃
発
す
る
。
斃
牛
馬
処
理
と
同

様
の
認
識
で
信
太
郷
七
か
村
は
、
〈
死

穢
の
処
理
〉
を
南
王
子
村
に
要
請
し
た

が
、
南
王
子
村
は
「
変
死
人
取
片
付
」

を
「
穢
名
を
受
け
て
し
ま
う
」
と
い
う

理
由
か
ら
拒
否
し
、
「
百
姓
」
宣
言
に

至
る
。
南
王
子
村
は
「
穢
多
」
で
は
な

い
が
故
に
「
変
死
人
取
片
付
」
を
拒
否

す
る
と
い
う
主
張
を
展
開
し
た
。
一
八

一
四
（
文
化
十
一
）
年
二
月
、
南
王
子
村

の
村
役
人
は
、
堺
奉
行
所
か
ら
の
意
向

も
あ
っ
て
、
六
か
条
に
わ
た
る
「
村
方

取
締
」
を
決
定
し
、
そ
の
旨
を
堺
奉
行

所
に
報
告
し
た
。
（
「
文
化
十
一
年
二
月

村
方
取
締
請
書
」
『
奥
田
家
文
書
』
第
四
巻
）

「
解
放
令
」
（
明
治
四
年
）
以
降
、
南

王
子
村
は
「
斃
牛
馬
処
理
に
携
わ
ら
な

い
こ
と
」
を
村
の
規
定
と
す
る
。
一
八

七
三
（
明
治
六
年
）
一
〇
月
、
村
役
人

（
旧
庄
屋
・
年
寄
及
び
旧
組
頭
）
は
、
そ
の

規
定
に
違
反
し
た
村
人
を
堺
県
に
告
発

す
る
に
至
る
。
（
「
明
治
六
年
十
月

伝
染

病
牛
馬
不
取
扱
嘆
願
書
」
『
大
阪
府
南
王
子

村
文
書
』
第
五
巻
）

こ
れ
ら
の
史
実
か
ら
も
江
戸
時
代
は

「
身
分
制
度
」
の
一
般
的
な
理
解
と
し

て
の
「
身
分
は
出
生
に
よ
っ
て
所
属
す

る
社
会
層
が
決
ま
り
、
法
に
よ
っ
て
規

定
さ
れ
、
個
人
の
努
力
で
移
る
こ
と
は

不
可
能
」
（
旺
文
社
日
本
史
事
典
）
で
は

な
か
っ
た
と
主
張
し
た
い
。

夙
と
は
近
世
五
畿
内
（
山
城
・
大
和
・

摂
津
・
河
内
・
和
泉
）
、
丹
波
・
近
江
・

播
磨
・
淡
路
・
伊
賀
・
紀
伊
に
百
か
所

程
度
存
在
す
る
集
落
の
こ
と
で
あ
る
。

確
定
的
で
は
な
い
が
、
集
落
は
山
城
で

は
二
十
か
所
前
後
、
大
和
で
は
二
六
か

所
程
と
み
ら
れ
る
。

夙
の
起
源
と
し
て
江
戸
時
代
か
ら

「
守
戸
起
源
説
」
、
「
巫
祝
起
源
説
」
、

「
土
師
部
起
源
説
」
、
「
非
人
宿
起
源

説
」
の
四
説
が
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
末

か
ら
戦
後
し
ば
ら
く
ま
で
、
垂
仁
天
皇

の
時
殉
死
者
を
救
う
た
め
埴
輪
を
考
案

し
た
と
さ
れ
る
野
見
宿
禰
の
隷
属
民
の

末
商
と
す
る
「
土
師
部
起
源
説
」
が
支

持
さ
れ
、
近
年
の
研
究
に
よ
り
、
鎌
倉

～
室
町
時
代
の
「
癩
」
罹
患
者
（
非
人
）

の
集
落
（
非
人
宿
）
の
こ
と
で
、
宿
（
し
ゅ

く
）
と
夙
（
し
ゅ
く
）
の
一
致
を
根
拠
と

し
て
い
る
「
非
人
宿
起
源
説
」
が
定
説

化
し
て
い
る
。

近
世
の
南
山
城
・
大
和
に
か
ぎ
れ
ば

夙
は
、
周
辺
の
百
姓
か
ら
強
い
蔑
視
・

賎
視
・
排
斥
を
受
け
な
が
ら
も
、
領
主

か
ら
は
一
般
の
百
姓
と
特
段
異
な
る
扱

い
を
受
け
ず
、
時
に
は
、
家
の
経
済
力

と
当
主
の
能
力
如
何
に
よ
っ
て
は
、
苗

字
・
帯
刀
を
許
さ
れ
た
郷
士
や
大
庄
屋
、

地
代
官
（
領
地
で
任
命
す
る
代
官
）
に
任

命
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
独
立

村
、
な
い
し
は
独
立
性
が
高
い
集
落
が
過

半
を
占
め
、
村
領
域
も
百
姓
村
（
一
般
村

落
）
と
比
較
し
て
広
い
村
が
多
く
、
周
辺

村
々
と
比
較
し
て
富
裕
な
村
が
多
か
っ
た
。

夙
集
落
全
体
に
共
有
さ
れ
る
固
有
の

職
能
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
個
別
に
は

京
都
清
水
坂
の
夙
（
犬
神
人
）
の
祇
園
会

と
の
か
か
わ
り
や
、
奈
良
町
北
郊
夙
の

「
富
売
り
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は

「
夙
故
」
の
職
能
で
は
な
く
、
他
の
夙

村
と
共
有
さ
れ
て
い
な
い
。

近
世
の
夙
は
百
姓
村
と
変
わ
ら
な
い

実
態
を
持
ち
つ
つ
、
ま
た
他
の
被
差
別

民
と
は
異
な
り
、
特
定
の
職
能
を
持
た

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
蔑
視
・
賤
視
・

排
斥
を
受
け
た
。
こ
れ
に
対
し
て
夙
は

繰
り
返
し
「
脱
賤
」
へ
の
動
き
を
示
し
た
。

戦
国
時
代
中
期
か
ら
江
戸
時
代
中
期

に
は
、
自
ら
に
か
か
る
賎
視
・
蔑
視
を

拒
絶
し
、
「
脱
賤
」
へ
動
き
出
し
て
い

る
。
山
城
・
大
和
で
は
永
禄
年
間
（
一
五

五
八
～
七
〇
）
に
宿
か
ら
夙
へ
の
呼
称
の

変
化
が
見
ら
れ
る
。

大
和
に
お
け
る
夙
称
の
初
見
は
『
二

条
宴
乗
記
』
永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）

二
月
十
一
日
の
記
事
に
「
夙
人
夫
今
日

不
罷
出
」
で
あ
り
、
夙
が
宿
か
ら
転
じ

て
い
る
こ
と
は

『
天
文
年
間
抜
粋
録
』

天
文
二
年
（
一
五
三
三
）
九
月
六
日
の
記

事
に
「
〇
〇
宿
長
吏
神
鹿
殺
害
之
由
」

と
あ
り
、
『
多
聞
院
日
記
』
慶
長
三
年
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中
世
非
人
宿
と
近
世
夙
村

―
南
山
城
相
楽
・
綴
喜
二
郡
を

事
例
と
し
て
―

講
師

吉
田

栄
治
郎
さ
ん

（
元
奈
良
県
立
同
和
問
題
関
係
史
料
セ
ン
タ
ー
所
長
）



（
一
五
九
八
）
十
二
月
十
六
日
の
記
事
に

「
不
空
院
北
ノ
山
ニ
テ
鹿
殺
四
人
（
中
略
）

〇
〇
夙
者
番
ヲ
被
申
付
」
と
あ
る
。
〇

〇
は
共
通
す
る
地
名
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

戦
国
時
代
未
期
に
〇
〇
宿
が
〇
〇
夙
に

変
化
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の

変
化
は
、
非
人
宿
、
「
癩
」
と
の
関
係

を
断
ち
切
る
た
め
夙
（
当
時
は
宿
）
自
身

が
唱
え
始
め
た
と
推
定
し
て
い
る
。
宿

は
夜
、
夙
は
夜
明
け
の
こ
と
で
あ
り
、

夙
自
身
が
こ
の
転
称
に
よ
り
、
閉
ざ
さ

れ
た
夜
か
ら
新
し
い
朝
を
迎
え
た
と
世

間
に
宣
言
し
て
い
る
、
つ
ま
り
「
脱
賤
」

宣
言
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
読
み

取
っ
て
い
る
。

十
八
世
紀
中
頃
に
は
山
城
綴
喜
郡
の

夙
村
が
公
家
の
五
条
家
（
野
見
宿
禰
の
末

裔
）
に
接
近
し
、
土
師
部
末
裔
を
認
め
た

『
家
系
之
来
由
』
と
題
し
た
由
緒
書
を

手
に
入
れ
、
土
師
部
末
裔
由
緒
を
掲
げ

て
五
畿
内
の
夙
を
組
織
化
し
て
広
範
な

「
脱
賤
闘
争
」
を
繰
り
広
げ
た
。
山
城

で
は
相
楽
・
綴
喜
両
郡
の
十
三
村
が
、

大
和
で
も
二
十
六
村
中
十
三
村
が
「
家

系
之
来
由
」
を
下
賜
さ
れ
て
い
る
。

幕
末
に
は
国
学
者
岡
本
通
理
（
谷
三
山

の
弟
子
）
に
依
頼
し
て
土
師
部
由
緒
の
実

証
書
『
振
濯
録
』
を
編
纂
し
て
も
ら
い
、

こ
れ
に
よ
っ
て
土
師
部
末
裔
を
喧
伝
し

た
。
こ
う
し
た
「
脱
賤
闘
争
」
に
よ
り

大
和
に
か
ぎ
れ
ば
（
お
そ
ら
く
山
城
で
も
）
、

夙
は
『
賤
だ
が
貴
』
と
い
う
理
解
不
能

の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
獲
得
し
、
そ
の
評
価

は
今
も
な
お
続
い
て
い
る
。

「
夙
と
は
何
者
な
の
か
」
の
答
え
は

「
何
者
か
わ
か
ら
な
い
」
で
し
か
な
い
。

要
す
る
に
差
別
を
受
け
た
こ
と
は
確
か

だ
が
、
そ
の
確
た
る
指
標
や
理
由
は
見

当
た
ら
ず
、
被
差
別
民
史
の
常
識
に
照

ら
せ
ば
説
明
不
能
の
わ
け
の
わ
か
ら
な

い
存
在
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

先
述
の
通
り
近
年
の
夙
研
究
で
は
夙

は
鎌
倉
～
室
町
時
代
の
非
人
宿
に
起
源

を
持
つ
と
い
う
理
解
が
定
者
し
て
い
る
。

非
人
宿
研
究
（
黒
田
日
出
男
氏
）
に
よ
れ

ば
非
人
宿
の
内
部
は
、
非
人
宿
の
支
配

者
で
あ
る
長
吏
（
ち
ょ
う
り
）
や
、
長
吏

の
配
下
集
団
（
長
吏
の
一
族
や
お
そ
ら
く
長

吏
の
家
来
）
、
乞
食
・
「
不
具
者
」
・

「
癩
」
罹
患
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る

と
い
う
が
、
夙
の
起
源
が
そ
の
す
べ
て

を
含
む
非
人
宿
な
ら
、
そ
こ
に
乞
食
・

「
不
具
者
」
・
「
癩
」
罹
患
者
の
末
裔

が
含
ま
れ
る
た
め
の
被
差
別
に
な
る
。

し
か
し
、
彼
ら
は
病
気
や
障
害
の
た
め

や
が
て
存
在
し
な
く
な
る
可
能
性
が
高

く
、
長
く
残
る
の
は
長
吏
や
長
吏
の
配

下
集
団
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
彼
ら

は
い
わ
ば
普
通
の
百
姓
で
あ
り
、
何
が

差
別
の
要
因
に
な
っ
た
か
は
明
ら
か
に

な
ら
な
い
。
む
ろ
ん
、
長
吏
や
長
吏
の

配
下
集
団
が
も
と
も
と
被
差
別
民
だ
っ

た
と
考
え
れ
ば
矛
盾
は
な
く
な
る
が
、

長
吏
が
被
差
別
民
で
あ
る
こ
と
を
は
っ

き
り
と
示
す
史
料
は
な
い
が
、
逆
に
、

天
喜
三
年
（
一
〇
五
五
）
「
伊
賀
守
小
野

守
経
請
文
」
（
「
伊
賀
国
黒
田
荘
史
料
」
１
）
、

寛
元
二
年
（
一
二
四
四
）
「
奈
良
坂
非
人

陳
状
」
（
宮
内
庁
書
陵
部
「
古
文
書
雑
纂
」
）

か
ら
良
民
だ
っ
た
と
見
ざ
る
を
得
な
い
。

ま
た
、
夙
村
の
多
く
が
戦
国
時
代
未

期
（
一
五
九
〇
年
ご
ろ
）
に
は
広
大
な
領

域
を
持
つ
村
を
形
成
し
、
教
十
石
の
名

請
高
を
持
つ
住
人
が
い
た
が
、
た
か
だ

か
三
百
年
余
り
の
間
に
非
人
宿
の
乞
食
・

「
不
具
者
」
・
「
癩
」
罹
患
者
が
そ
う

し
た
集
落
を
形
成
で
き
る
の
か
ど
う
か
、

お
そ
ら
く
不
可
能
で
あ
る
。

近
世
の
夙
が
中
世
の
非
人
宿
を
起
源

に
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
だ
と
し
て
も
、

非
人
宿
の
す
べ
て
で
は
な
く
「
癩
」
罹

患
者
で
は
な
い
長
吏
お
よ
び
そ
の
配
下

集
団
を
母
体
に
し
た
集
落
で
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
が

正
し
い
の
な
ら
、
夙
に
は
差
別
を
受
け

る
理
由
は
な
く
、
差
別
は
一
種
の
「
冤

罪
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
鎌
倉
～
室
町
時
代
に
非
人
宿

非
人
が
か
か
わ
っ
た
と
さ
れ
る
数
々
の

「
賤
業
」
（
遺
体
処
理
、
動
物
の
死
体
処
理
、

犯
罪
者
の
捕
縛
、
皮
キ
ヨ
メ
、
掃
除
な
ど
）

は
後
に
夙
村
を
作
る
普
通
の
百
姓
で
あ

る
長
吏
や
長
吏
の
配
下
集
団
で
は
な
く
、

乞
食
・
「
不
具
者
」
・
「
癩
」
罹
患
者

に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

な
ぜ
夙
研
究
が
求
め
ら
れ
る
の
か
。

そ
れ
は
、
部
落
史
・
部
落
問
題
研
究
が

部
落
解
放
運
動
、
同
和
対
策
事
業
の
下

請
け
的
役
割
に
終
始
し
、
そ
の
結
果
、

部
落
問
題
を
必
然
的
に
政
治
・
経
済
の

領
域
に
閉
じ
込
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

貧
困
・
低
位
を
部
落
差
別
の
原
因
お
よ

び
結
果
と
位
置
づ
け
、
そ
の
解
決
課
題

を
政
治
・
経
済
に
求
め
る
こ
と
に
な
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
政
治
的
・
経
済
的
課

題
以
外
の
解
決
課
題
を
発
見
し
に
く
く

さ
せ
た
。
部
落
以
外
の
全
国
で
六
十
前

後
、
山
城
国
で
は
非
人
・
夙
・
烟
亡
・

産
所
・
巫
・
歴
代
組
（
陰
陽
師
）
な
ど
、

大
和
国
で
は
非
人
・
夙
・
巫
女
・
万
歳
・

陰
陽
師
な
ど
の
多
様
な
被
差
別
民
へ
の

関
心
を
極
端
に
希
薄
に
さ
せ
た
こ
と
（
部

落
解
放
運
動
・
同
和
対
策
事
業
は
そ
も
そ
も

部
落
以
外
の
被
差
別
民
を
対
象
に
し
て
い
な

い
）
な
ど
が
指
摘
で
き
る
。

そ
の
結
果
地
域
社
会
で
は
日
常
的
に

確
認
で
き
る
多
様
な
被
差
別
民
へ
の
差

別
の
問
題
は
放
置
さ
れ
、
地
域
社
会
住

民
は
そ
う
し
た
部
落
史
・
部
落
問
題
研

究
の
成
果
に
虚
構
や
欺
瞞
性
を
発
見
し

た
可
能
性
が
否
定
で
き
な
い
。

民
俗
学
，
芸
能
史
研
究
な
ど
に
よ
っ

て
部
落
史
・
部
落
問
題
研
究
が
放
置
し

た
多
様
な
被
差
別
民
は
一
定
程
度
カ
バ
ー

さ
れ
た
が
、
唯
一
カ
バ
ー
で
き
な
か
っ

た
被
差
別
民
が
夙
で
あ
り
（
大
正
時
代
の

喜
田
貞
吉
・
柳
田
国
男
、
戦
後
の
渡
辺
広
・

網
野
善
彦
・
山
本
尚
友
氏
ら
の
研
究
は
あ
る

が
、
夙
村
内
の
史
料
が
不
十
分
で
、
い
わ
ば

外
形
的
研
究
に
止
ま
っ
た
）
、
近
年
の
夙

研
究
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
夙
の
特
異
性

を
象
徴
す
る
『
賤
だ
が
貴
』
の
本
質
を

さ
ら
に
追
究
し
、
そ
れ
が
穢
多
を
含
む

被
差
別
民
に
通
底
す
る
か
否
か
を
確
か

め
る
こ
と
が
被
差
別
民
研
究
の
今
後
に

残
さ
れ
た
課
題
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
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基
本
的
視
点

一
九
二
二
年
の
全
国
水
平
社
（
全
水
）

創
立
か
ら
一
〇
〇
年
が
経
過
し
た
。
二

〇
二
二
年
初
頭
か
ら
全
水
の
運
動
史
だ

け
で
な
く
近
現
代
の
部
落
史
を
考
究
し

よ
う
と
す
る
多
く
の
図
書
が
刊
行
さ
れ

て
い
る
。
展
示
施
設
に
お
い
て
は
、
豊

富
な
水
平
社
運
動
の
史
料
を
所
蔵
・
保

管
し
、
展
示
を
行
っ
て
い
る
水
平
社
博

物
館
（
奈
良
県
御
所
市
）
が
昨
年
か
ら
抜

本
的
な
改
装
を
進
め
、
三
月
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
果
た
し
た
。
部
落
問

題
を
広
く
人
権
課
題
の
な
か
に
位
置
づ

け
よ
う
と
工
夫
さ
れ
て
い
る
展
示
は
参

観
者
に
多
く
の
発
見
を
も
た
ら
す
の
で

は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
る
。

小
論
で
は
、
こ
う
し
た
状
況
の
な
か

で
今
年
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
刊
行

さ
れ
た
二
冊
の
本
、
朝
治
武
『
全
国
水

平
社

１
９
２
２-

１
９
４
２
―
差
別
と

解
放
の
苦
悩
』
（
ち
く
ま
新
書
）
と
藤
野

豊
・
黒
川
み
ど
り
『
人
間
に
光
あ
れ

日
本
近
代
史
の
な
か
の
水
平
社
』
（
六
花

出
版
）
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
と
は
い
え

内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
論
点

の
す
べ
て
に
言
及
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。
そ
こ
で
、

初
に
両
著
書
の
概

要
を
述
べ
、
次
い
で
二
点
に
ま
と
め
た

評
者
（
井
岡
）
の
問
題
意
識
に
沿
っ
て
整

理
を
し
て
み
る
。
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
を

朝
治
著
書
、
藤
野
・
黒
川
著
書
と
略
記

す
る
。
小
論
の
基
本
的
な
視
点
と
な
る

二
点
の
問
題
意
識
と
は
次
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。

一
つ
は
人
間
の
矜
持
と
尊
厳
に
か
か

わ
る
こ
と
で
あ
る
。
近
年
の

B
l
a
c
k

L
i

v
e
s

M
a
t
t
e
r

や
、#

M
e

T
o
o

運
動
の
世

界
的
な
広
ま
り
を
み
る
と
、
そ
れ
は
お

そ
ら
く
「
誇
り
」
と
言
い
換
え
て
も
よ

い
の
だ
ろ
う
が
、
矜
持
や
尊
厳
の
回
復

が
ま
す
ま
す
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
痛
感
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
こ

と
を
心
に
留
め
な
が
ら
全
水
の
創
立
宣

言
を
読
む
と
、
「
吾
々
が
エ
タ
で
あ
る

事
を
誇
り
得
る
時
が
来
た
の
だ
」
と
一

〇
〇
年
前
に
喝
破
し
た
こ
と
の
凄
み
や

先
進
性
に
改
め
て
瞠
目
す
る
思
い
で
あ

る
。
し
か
し
、
創
立
の
時
は
第
一
次
大

戦
の
教
訓
か
ら
世
界
の
軍
事
強
国
が
総

力
戦
体
制
の
構
築
を
め
ざ
し
、
国
民
国

家
の

終
段
階
に
至
ろ
う
と
す
る
時
期

で
あ
っ
た
。
被
差
別
の
当
事
者
か
ら
発

せ
ら
れ
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
帝
国
日
本

は
国
民
の
う
ち
に
取
り
込
も
う
と
手
を

尽
く
す
こ
と
に
な
り
、
一
方
、
社
会
主

義
政
権
の
樹
立
を
志
向
す
る
人
び
と
は

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
い
う
階
級
の
戦

列
に
組
み
入
れ
よ
う
と
し
た
。
い
ず
れ

も
「
エ
タ
で
あ
る
」
と
い
う
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
包
摂
し
て
否
定
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
向
き
を
異
に
す
る
ベ
ク
ト
ル

の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
、
全
水
は
多
様

に
分
岐
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
と
評

者
は
理
解
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
は

け
っ
し
て
一
〇
〇
年
前
の
こ
と
で
は
な

い
。
多
様
な
自
己
認
識
が
尊
重
さ
れ
つ

つ
、
人
び
と
が
お
だ
や
か
に
つ
な
が
る

こ
と
が
で
き
る
秩
序
あ
る
社
会
の
実
現

が
理
想
で
あ
ろ
う
が
、
い
ま
だ
到
達
し

得
て
い
な
い
。
全
水
の
苦
闘
か
ら
学
ぶ

べ
き
こ
と
は
多
い
と
思
う
。

二
つ
目
は
戦
争
協
力
の
問
題
で
あ
る
。

朝
治
著
書
の
「
あ
と
が
き
」
は
二
〇
二

一
年
一
二
月
一
〇
日
付
、
藤
野
・
黒
川

著
書
の
「
あ
と
が
き
」
は
二
二
年
一
月

付
と
な
っ
て
い
る
。
執
筆
を
終
え
た
時

点
で
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
三
人
の
著

者
は
二
月
二
四
日
を
予
想
し
て
い
な
い
。

し
か
し
、
評
者
を
は
じ
め
読
者
の
す
べ

て
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

戦
争
の
衝
撃
の
な
か
で
両
著
書
を
手
に

し
て
い
る
。
中
国
へ
の
侵
略
戦
争
が
全

面
化
す
る
一
九
三
七
年
九
月
一
一
日
、

大
阪
市
で
開
か
れ
た
拡
大
中
央
委
員
会

に
お
い
て
「
非
常
時
に
於
け
る
運
動
方

針
」
が
可
決
さ
れ
、
全
水
は
そ
れ
ま
で

の
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
姿
勢
か
ら
一
転
し

て
戦
争
協
力
へ
と
舵
を
切
っ
た
。
こ
れ

以
降
、
四
二
年
一
月
の
消
滅
ま
で
の
歩

み
は
、
全
水
の
運
動
史
の
な
か
で
も
も
っ

と
も
評
価
の
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
上
で
自
覚
し
て
お
こ
う
。
二
月
二

四
日
以
降
、
私
た
ち
は
新
た
な
「
非
常

時
」
の
な
か
に
あ
る
。
ロ
シ
ア
の
振
る

舞
い
は
蛮
行
と
い
う
し
か
な
く
、
何
と

し
て
も
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
止
む
を
得

ぬ
こ
と
と
し
て
防
衛
費
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
二
％

に
向
け
た
引
き
上
げ
の
動
き
や
、
「
敵

基
地
反
撃
能
力
」
、
核
兵
器
の
共
同
保

有
に
関
す
る
議
論
な
ど
の
進
行
に
安
易

に
乗
る
な
ら
ば
、
全
水
の
戦
争
協
力
を

批
判
す
る
言
葉
を
失
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

一
九
三
七
年
の
現
実
の
な
か
で
、
全
水

の
指
導
者
ら
も
ま
た
止
む
を
得
ぬ
こ
と

と
苦
渋
の
判
断
を
し
て
方
針
を
転
換
し

た
の
だ
か
ら
。
戦
争
を
終
わ
ら
せ
平
和

を
回
復
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
思

想
を
構
築
す
べ
き
で
あ
る
の
か
、
三
人
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の
著
者
と
と
も
に
、
あ
の
時
期
の
彼
ら

／
彼
女
ら
の
苦
悩
に
想
像
力
を
働
か
せ

て
み
た
い
。

両
著
書
の
構
成
と
ね
ら
い
を
め
ぐ
っ
て

両
著
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
。
朝
治
著
書
は
新
書
版
三
一
四
頁
か

ら
な
り
、
目
次
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

は
じ
め
に
／
序
章

近
代
の
部
落
問

題
／
第
一
章

全
国
水
平
社
の
創
立

／
第
二
章

社
会
・
無
産
勢
力
・
権

力
／
第
三
章

部
落
差
別
と
糺
弾
闘

争
／
第
四
章

日
本
と
世
界
へ
の
発

信
／
第
五
章

思
想
的
潮
流
と
路
線

対
立
／
第
六
章

全
国
水
平
社
の
消

滅
／
あ
と
が
き

朝
治
著
書
は
「
多
分
に
通
史
を
意
識

し
つ
つ
叙
述
す
る
」
も
の
の
「
厳
密
な

意
味
で
の
通
史
で
は
な
い
」
と
い
う
。

「
水
平
運
動
史
の
全
体
像
に
接
近
す
る
」

こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ

の
た
め
に
は
「
水
平
運
動
を
理
解
す
る

た
め
の
重
要
な
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
そ

の
意
義
と
位
置
づ
け
に
関
わ
る
水
平
運

動
の
展
開
に
つ
い
て
の
内
包
的
深
化
、

日
本
と
世
界
に
開
か
れ
た
水
平
運
動
の

射
程
に
つ
い
て
の
外
延
的
拡
大
を
中
心

的
な
問
題
意
識
と
す
る
」
と
し
て
い
る

（
二
四
頁
）
。
第
二
・
第
四
・
第
五
各
章

の
叙
述
に
は
、
各
章
の
表
題
か
ら
う
か

が
え
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
執
筆
の
意

図
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ

う
。一

方
、
藤
野
・
黒
川
著
書
は
Ａ
５
版

二
三
二
頁
か
ら
な
り
、
目
次
は
次
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

執
筆
に
あ
た
っ
て
／
第
一
章

水
平

社
を
生
み
出
し
た
前
史
／
第
二
章

全
国
水
平
社
の
創
立
／
第
三
章

徹

底
的
糾
弾
の
闘
い
／
第
四
章

全
国

水
平
社
に
お
け
る
対
立
と
そ
の
克
服

／
第
五
章

被
差
別
者
解
放
へ
の
影

響
／
第
六
章

昭
和
恐
慌
下
の
水
平

社
運
動
の
転
換
／
第
七
章

戦
時
下

の
水
平
社
運
動
／
終
章

全
国
水
平

社
の
歴
史
と
伝
統
か
ら
学
ぶ
／
あ
と

が
き

藤
野
・
黒
川
著
書
は
、
「
水
平
社
運

動
史
の
研
究
は
、
現
実
の
部
落
解
放
運

動
の
影
響
を
強
く
受
け
、
し
ば
し
ば
政

治
的
な
対
立
が
露
骨
に
持
ち
込
ま
れ
、

そ
の
結
果
、
多
く
の
日
本
近
代
史
研
究

者
が
手
を
付
け
る
こ
と
を
た
め
ら
い
、

い
わ
ゆ
る
「
部
落
史
」
研
究
と
い
う
限

ら
れ
た
世
界
に
研
究
が
追
い
込
ま
れ
て

し
ま
っ
た
」
と
み
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
同
書
の
ね
ら
い
を
「
水
平
社
運
動

史
研
究
を
そ
う
し
た
「
部
落
史
」
研
究

の
世
界
か
ら
日
本
近
代
史
研
究
の
世
界

に
解
き
放
つ
こ
と
」
で
あ
る
と
す
る
（
二

頁
）
。
書
名
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が
「
日
本

近
代
史
の
な
か
の
水
平
社
」
と
な
っ
て

い
る
の
も
、
以
上
の
よ
う
な
考
え
に
も

と
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

両
著
書
を
比
べ
る
と
、
朝
治
著
書
は

「
重
要
な
テ
ー
マ
」
ご
と
の
章
立
て
を

行
っ
て
い
る
た
め
、
時
の
流
れ
に
順
逆

が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
著
者
が
い
う

よ
う
に
「
厳
密
な
意
味
で
の
通
史
で
は

な
い
」
の
だ
か
ら
や
む
を
得
な
い
が
、

初
め
て
全
水
の
歴
史
に
触
れ
る
人
に
は

い
さ
さ
か
分
か
り
に
く
い
か
も
し
れ
な

い
。
一
方
、
藤
野
・
黒
川
著
書
は
目
次

に
み
る
よ
う
に
ほ
ぼ
時
系
列
に
沿
っ
て

叙
述
さ
れ
て
お
り
、
読
み
や
す
さ
に
お

い
て
は
優
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
れ
は
「
日
本
近
代
史
の
な
か
」
に
全

水
を
位
置
づ
け
る
と
い
う
執
筆
意
図
に

も
と
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

全
体
の
構
成
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ

る
か
ら
、
こ
こ
で
「
日
本
近
代
史
の
な

か
に
」
位
置
づ
け
る
こ
と
の
意
味
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
。
藤
野
・
黒
川
著

書
は
、
全
水
の
運
動
史
に
「
多
く
の
日

本
近
代
史
研
究
者
が
手
を
付
け
る
こ
と

を
た
め
ら
」
っ
た
原
因
を
、
「
政
治
的

な
対
立
が
露
骨
に
持
ち
込
ま
れ
」
た
た

め
で
あ
る
と
す
る
。
そ
れ
だ
け
で
あ
ろ

う
か
。
む
ろ
ん
、
そ
う
し
た
点
も
否
定

で
き
な
い
が
、
そ
も
そ
も
日
本
近
代
史

研
究
は
部
落
史
に
ま
っ
と
う
な
関
心
を

寄
せ
て
き
た
だ
ろ
う
か
。
部
落
問
題
だ

け
で
は
な
く
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
障
が
い
、

病
い
等
々
に
か
か
わ
る
社
会
的
な
差
別

や
排
除
・
忌
避
と
い
っ
た
現
象
に
本
格

的
に
目
を
向
け
は
じ
め
た
の
は
、
世
紀

転
換
以
降
の
こ
こ
二
〇
年
余
の
こ
と
で

は
な
か
っ
た
か
。
朝
治
著
書
は
、
「
近

代
日
本
史
に
つ
い
て
の
定
評
あ
る
通
史

と
概
説
」
で
は
、
「
水
平
運
動
史
が
論

じ
ら
れ
」
て
い
る
も
の
の
、
「
基
本
的

に
は
全
国
水
平
社
創
立
に
注
目
し
た
に

過
ぎ
な
か
っ
た
」
（
二
三
頁
）
と
指
摘
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
欠
落
の
あ
る
「
通

史
と
概
説
」
に
「
定
評
」
が
あ
る
現
状

こ
そ
が
批
判
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。
全
水
の
運
動
史
を
「
日
本
近

代
史
の
な
か
に
」
位
置
づ
け
る
こ
と
は

必
要
で
あ
り
評
者
も
反
対
し
な
い
。
し

か
し
、
以
上
の
よ
う
な
研
究
状
況
を
考

え
る
と
、
批
判
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
す

こ
と
な
く
「
日
本
近
代
史
研
究
の
世
界

に
解
き
放
つ
こ
と
」
に
は
た
め
ら
い
を

覚
え
ざ
る
を
得
な
い
。

「
誇
り
」
に
関
し
て

被
差
別
の
当
事
者
自
ら
が
、
そ
の
存

在
を
「
誇
り
得
る
時
が
来
た
」
と
し
て

社
会
批
判
の
声
を
上
げ
た
の
は
、
お
そ

ら
く
世
界
初
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
た

が
っ
て
朝
治
著
書
が
指
摘
（
一
九
六
頁
）

す
る
よ
う
に
、
多
く
の
国
々
の
メ
デ
ィ

ア
が
報
じ
国
際
的
に
注
目
を
集
め
た
の
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だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
日
本
国
内
や
周
辺

地
域
に
お
い
て
、
影
響
を
受
け
た
い
く

つ
も
の
運
動
が
起
動
す
る
こ
と
と
な
る
。

こ
う
し
た
動
向
に
つ
い
て
朝
治
著
書

は
第
四
章
で
取
り
上
げ
、
国
内
に
つ
い

て
は
「
在
日
朝
鮮
人
に
対
す
る
支
援
」
、

「
在
阪
沖
縄
人
か
ら
の
注
目
」
、
「
ア

イ
ヌ
民
族
か
ら
の
賛
意
」
、
「
ハ
ン
セ

ン
病
患
者
へ
の
影
響
」
と
題
し
た
各
項

目
の
な
か
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
運
動
を
描

き
、
国
外
に
つ
い
て
は
「
朝
鮮
衡
平
社

と
の
連
絡
と
提
携
」
と
題
し
た
項
目
に

お
い
て
、
日
本
に
よ
る
植
民
地
支
配
の

な
か
で
生
ま
れ
た
反
差
別
運
動
と
の
提

携
、
ま
た
、
「
排
日
移
民
法
反
対
運
動
」

と
題
し
た
項
目
の
な
か
で
カ
ナ
ダ
や
ア

メ
リ
カ
の
移
民
と
も
連
絡
が
あ
っ
た
こ

と
を
指
摘
し
た
。

藤
野
・
黒
川
著
書
は
第
五
章
で
取
り

上
げ
、
「
衡
平
社
の
結
成
」
な
ど
の
項

目
で
朝
鮮
半
島
の
状
況
を
描
き
、
さ
ら

に
「
躓
き
の
石
と
し
て
の
「
民
族
主
義
」
」

と
い
う
項
目
を
設
け
て
水
平
社
が
植
民

地
支
配
を
批
判
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ

と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
「
ア
イ
ヌ
の

「
誇
り
」
を
求
め
て
」
、
「
日
本
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
癩
者
解
放
同
盟
の
結
成
」
と

題
し
た
項
目
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

運
動
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
と
く

に
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
癩
者
解
放
同
盟

に
つ
い
て
の
記
述
は
詳
し
く
、
ハ
ン
セ

ン
病
患
者
に
対
す
る
差
別
と
部
落
差
別

を
架
橋
す
る
事
実
と
論
理
を
提
供
し
て

重
要
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
影
響
力
の

大
き
い
「
誇
り
」
の
論
理
を
全
水
は
ど

の
よ
う
に
獲
得
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
藤

野
・
黒
川
著
書
は
、
「
一
八
八
〇
年
代

後
半
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
起
こ
っ

て
き
た
」
部
落
改
善
運
動
に
つ
い
て
、

「
被
差
別
部
落
外
の
ひ
と
び
と
と
〝
同

じ
〟
に
み
な
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
た
」

（
五
頁
）
と
述
べ
、
一
九
一
二
年
に
奈
良

市
で
結
成
さ
れ
た
大
和
同
志
会
に
つ
い

て
も
、
「
被
差
別
部
落
の
経
済
的
自
立
、

す
な
わ
ち
（
中
略
）
「
実
業
の
育
成
」
に

差
別
か
ら
の
解
放
の
途
を
見
出
し
」
（
八

頁
）
て
い
た
と
し
て
い
る
。
「
誇
り
」
の

論
理
に
は
、
第
一
次
大
戦
後
の
国
際
協

調
や
民
族
自
決
の
潮
流
、
朝
鮮
の
三
・

一
独
立
運
動
や
、
中
国
の
五
・
四
運
動

と
い
っ
た
反
帝
国
主
義
民
族
運
動
の
開

始
、
国
内
の
労
働
運
動
や
農
民
運
動
の

成
長
な
ど
の
影
響
を
受
け
て
到
達
し
て

い
く
、
と
の
見
立
て
を
取
っ
て
い
る
よ
う

に
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
「
〝
同
じ
〟

に
み
な
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
」
る
意
識

は
、
一
九
一
八
～
一
九
年
こ
ろ
を
境
に

変
化
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
大
和
同
志
会
の
機

関
誌
『
明
治
之
光
』
に
は
し
ば
し
ば
、

被
差
別
部
落
の
由
緒
書
で
あ
る
河
原
巻

物
を
参
照
し
つ
つ
部
落
史
を
考
察
す
る

記
事
が
登
場
す
る
。
河
原
巻
物
の
成
立

期
を
考
え
る
と
、
自
己
認
識
の
系
譜
は

少
な
く
と
も
近
世
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、

さ
ら
に
明
治
初
期
の
一
村
独
立
運
動
な

ど
を
経
て
『
明
治
之
光
』
の
言
説
に
つ

な
が
る
と
み
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と

考
え
る
。
こ
れ
ら
を
全
水
創
立
宣
言
の

「
誇
り
」
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
語
る
こ
と

に
つ
い
て
は
議
論
も
あ
ろ
う
が
、
「
エ

タ
で
あ
る
事
を
誇
り
得
る
時
が
来
た
」

と
い
う
言
説
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、

歴
史
の
文
脈
の
な
か
で
捉
え
る
必
要
が

あ
り
、
こ
の
点
で
藤
野
・
黒
川
著
書
の

書
き
ぶ
り
に
は
同
意
で
き
な
い
。

朝
治
著
書
は
、
「
部
落
民
衆
の
部
落

民
と
し
て
の
自
覚
に
基
づ
い
て
、
一
九

〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
部
落
民
に
よ

る
部
落
差
別
に
対
す
る
抗
議
が
登
場
す

る
」
（
五
四
頁
）
と
述
べ
、
以
後
、
各
地

で
相
次
い
だ
差
別
に
対
す
る
抗
議
活
動

が
「
全
国
水
平
社
創
立
の
地
下
水
と
な
っ

て
い
っ
た
」
（
五
八
頁
）
と
し
て
お
り
、

よ
り
長
い
ス
パ
ン
の
な
か
で
「
誇
り
」

を
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

戦
争
協
力
の
と
ら
え
方

前
述
の
よ
う
に
、
中
国
へ
の
侵
略
戦

争
が
全
面
化
す
る
一
九
三
七
年
に
全
水

は
方
針
転
換
を
表
明
す
る
が
、
こ
の
時

期
以
降
の
戦
争
協
力
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
叙
述
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
細

か
な
経
緯
に
立
ち
入
る
余
裕
は
な
い
の

で
包
括
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
部
分
に

注
目
し
て
み
る
。
朝
治
著
書
は
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

全
国
水
平
社
が
戦
争
反
対
か
ら
戦
争

協
力
に
転
換
し
た
の
は
、
直
接
的
に

は
権
力
の
弾
圧
を
避
け
よ
う
と
し
、

西
光
ら
右
派
勢
力
に
迎
合
し
よ
う
と

し
た
た
め
で
あ
っ
た
が
、
よ
り
大
き

な
原
因
は
総
力
戦
体
制
の
構
築
に
対

応
し
よ
う
と
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
総
力
戦
体
制
と
は
国
家

が
有
す
る
政
治
、
経
済
、
社
会
、
思

想
な
ど
の
総
力
を
高
度
化
し
て
戦
争

に
一
体
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
必

要
な
か
ぎ
り
に
お
い
て
社
会
的
な
格

差
や
差
別
な
ど
を
解
消
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
全

国
水
平
社
は
戦
争
に
協
力
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
部
落
差
別
の
解
消
と
部

落
民
衆
の
生
活
擁
護
と
い
う
課
題
を

総
力
戦
体
制
に
託
す
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。
（
二
六
八
頁
）

藤
野
・
黒
川
著
書
は
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

水
平
社
運
動
に
は
二
通
り
の
戦
争
協
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力
の
道
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
部
落

厚
生
皇
民
運
動
の
道
で
あ
る
。
こ
の

運
動
に
は
、
ナ
チ
ス
を
モ
デ
ル
に
し

た
大
日
本
青
年
党
と
も
結
び
、
天
皇

の
下
で
無
差
別
、
無
搾
取
の
社
会
が

実
現
で
き
る
と
考
え
、
そ
の
実
行
者

と
し
て
軍
部
に
期
待
し
、
被
差
別
部

落
内
外
の
す
べ
て
の
国
民
が
「
皇
民
」

意
識
に
目
覚
め
る
こ
と
で
部
落
差
別

は
解
消
す
る
と
考
え
た
。
も
う
一
つ

は
、
松
本
治
一
郎
以
下
の
全
国
水
平

社
の
主
流
を
な
し
た
道
で
あ
る
。
そ

こ
で
は
、
戦
争
に
協
力
す
る
な
か
で

被
差
別
部
落
の
ひ
と
び
と
の
生
活
を

防
衛
す
る
と
い
う
現
実
的
な
対
応
が

と
ら
れ
、
む
し
ろ
「
挙
国
一
致
」
を

実
現
さ
せ
る
た
め
に
部
落
差
別
の
解

消
を
求
め
て
い
っ
た
。
（
二
一
四
～
五

頁
）

治
安
維
持
法
を
は
じ
め
と
す
る
治
安

関
係
諸
法
に
よ
る
部
落
解
放
運
動
へ
の

取
り
締
ま
り
強
化
が
、
し
だ
い
に
運
動

の
継
続
を
困
難
に
さ
せ
た
こ
と
は
両
著

書
と
も
に
述
べ
て
い
る
。
そ
の
上
で
共

通
し
て
指
摘
し
て
い
る
こ
と
は
、
「
部

落
差
別
の
解
消
と
部
落
民
衆
の
生
活
擁

護
」
と
い
う
二
つ
の
課
題
の
解
決
を
戦

争
協
力
に
期
待
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
弾
圧
に
抗
っ
た
が
力
尽
き
て
屈
し

た
わ
け
で
は
な
い
。
当
面
の
生
活
防
衛

と
と
も
に
、
総
力
戦
体
制
が
「
社
会
的

な
格
差
や
差
別
な
ど
を
解
消
」
す
る
の

で
は
な
い
か
、
こ
れ
に
よ
り
「
部
落
差

別
は
解
消
す
る
」
の
で
は
な
い
か
と
の

幻
想
を
も
っ
て
戦
争
協
力
の
道
を
自
ら

選
択
し
た
の
で
あ
る
。

評
者
を
含
め
、
あ
の
戦
争
を
経
験
し

て
い
な
い
者
た
ち
は
、
な
ぜ
反
対
を
貫

け
な
か
っ
た
の
か
と
詰
問
し
て
き
た
。

今
、
評
者
を
は
じ
め
読
者
の
す
べ
て
は

眼
前
で
展
開
し
て
い
る
、
こ
の
戦
争
に

直
面
し
て
い
る
。
私
た
ち
が
選
ん
だ
政

府
は
未
曽
有
の
債
務
を
か
か
え
た
ま
ま

新
た
な
総
力
戦
に
の
ぞ
も
う
と
し
て
い

る
の
だ
が
、
こ
れ
を
受
忍
す
る
こ
と
を

良
し
と
す
る
幻
想
が
共
有
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一

九
三
七
年
の
転
換
か
ら
四
二
年
の
消
滅

ま
で
の
全
水
の
歩
み
は
、
生
き
た
現
代

史
と
し
て
私
た
ち
の
眼
前
に
表
出
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
思
う
。

運
動
史
叙
述
の
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て

評
者
が
自
身
の
関
心
に
引
き
つ
け
て

述
べ
て
き
た
た
め
、
必
ず
し
も
両
著
書

の
全
貌
を
明
ら
か
に
で
き
た
わ
け
で
は

な
く
、
読
者
に
と
っ
て
は
不
親
切
な
紹

介
に
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
朝
治
著

書
の
第
六
章
、
藤
野
・
黒
川
著
書
の
終

章
を
読
む
と
、
両
著
書
と
も
に
現
実
へ

の
鋭
い
問
題
意
識
を
も
っ
て
叙
述
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
読
者
の
皆
さ

ん
に
は
、
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
玩
読
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

両
著
書
を
読
み
終
え
て
改
め
て
社
会

運
動
史
を
叙
述
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を

感
じ
た
。
目
的
や
理
念
を
共
有
す
る
と

信
じ
た
人
び
と
に
よ
っ
て
、
組
織
が
作

ら
れ
運
動
が
は
じ
ま
る
の
だ
が
、
水
平

社
運
動
に
限
ら
ず
、
社
会
状
況
の
変
化

や
統
治
権
力
と
の
関
係
な
ど
に
よ
り
、

分
裂
や
分
岐
の
道
を
た
ど
る
こ
と
が
少

な
く
な
い
。
そ
れ
を
も
た
ら
し
た
要
因

は
多
様
で
あ
り
、
相
互
に
か
ら
み
あ
っ

て
、
こ
れ
ら
を
腑
分
け
し
合
理
的
に
説

明
す
る
こ
と
に
は
多
く
の
労
力
が
必
要

と
な
る
。
両
著
書
と
も
に
、
こ
の
困
難

に
挑
戦
し
て
い
る
の
だ
が
、
朝
治
著
書

は
、
「
何
よ
り
も
魅
力
的
で
あ
っ
た
の

は
、
水
平
運
動
史
を
め
ぐ
る
多
様
な
人

物
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
、
「
部
落
問
題

に
向
き
合
う
部
落
民
と
し
て
の
主
体
形

成
の
多
様
性
」
（
三
一
二
頁
）
に
注
目
を

し
な
が
ら
、
人
物
模
様
を
重
要
な
要
素

の
一
つ
と
し
て
記
述
し
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ら
れ
た
。
一
方
、
藤
野
・
黒
川
著

書
は
、
「
日
本
近
代
史
の
な
か
に
」
位

置
づ
け
よ
う
と
の
執
筆
意
図
が
あ
る
た

め
か
、
と
く
に
経
済
構
造
の
分
析
か
ら

運
動
の
内
実
に
迫
ろ
う
す
る
手
法
に
は

怜
悧
な
分
析
が
冴
え
て
い
た
。
日
本
近

代
史
研
究
の
正
統
的
手
法
と
い
え
る
だ

ろ
う
が
、
そ
の
成
果
は
、
第
七
章
の

「
日
中
戦
争
の
勃
発
と
皮
革
産
業
」
、

「
窮
迫
す
る
皮
革
産
業
」
と
い
っ
た
項

目
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

両
著
書
の
特
性
を
理
解
し
て
読
み
込

む
こ
と
で
、
新
た
な
全
水
像
が
浮
か
び

上
が
っ
て
く
る
よ
う
に
思
う
。
一
〇
〇

周
年
の
年
に
私
た
ち
は
豊
か
な
実
り
を

手
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

朝
治
武
著
『
全
国
水
平
社

１
９
２
２-

１
９

４
２
―
差
別
と
解
放
の
苦
悩
』
（
筑
摩
書
房

刊
、
二
〇
二
二
年
二
月
、
九
四
〇
円
＋
税
、

ち
く
ま
新
書
）

藤
野
豊
・
黒
川
み
ど
り
著
『
人
間
に
光
あ
れ

―
日
本
近
代
史
の
な
か
の
水
平
社
』
（
六
花

出
版
、
二
〇
二
二
年
三
月
、
一
八
〇
〇
円
＋

税
）
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第
１
章

ウ
ト
ロ
飯
場

二
〇
二
二
年
四
月
三
〇
日
、
京
都
府

宇
治
市
伊
勢
田
町
に
ウ
ト
ロ
平
和
祈
念

館
が
開
館
し
た
。
在
日
朝
鮮
人
集
住
地

域
で
あ
る
ウ
ト
ロ
地
区
の
原
点
は
、
一

九
四
〇
年
に
着
工
さ
れ
た
京
都
飛
行
場

建
設
に
あ
る
。
滑
走
路
整
備
な
ど
の
大

規
模
な
土
木
工
事
に
集
め
ら
れ
た
朝
鮮

人
労
働
者
を
収
容
し
た
粗
末
な
飯
場
（
作

業
員
宿
舎
）
が
ウ
ト
ロ
地
区
に
作
ら
れ
た
。

敗
戦
と
同
時
に
飛
行
場
建
設
工
事
は
中

止
さ
れ
、
朝
鮮
人
だ
け
が
飯
場
に
取
り

残
さ
れ
た
。
朝
鮮
人
労
働
者
は
全
員
が

失
業
者
と
な
っ
た
。
食
料
の
配
給
も
止

ま
っ
た
。
多
く
の
者
は
故
郷
の
朝
鮮
半

島
を
目
指
し
た
が
、
内
地
在
住
が
長
く
、

す
で
に
故
郷
に
生
活
基
盤
が
な
い
者
な

ど
、
帰
る
に
帰
れ
な
い
人
々
は
飯
場
跡

に
寄
り
集
ま
り
、
朝
鮮
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
作
っ
て
極
貧
生
活
に
耐
え
た
。
一
九

四
五
年
九
月
に
は
飯
場
一
つ
の
間
仕
切

り
が
と
ら
れ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
通
う

国
語
講
習
所
（
国
語
と
は
朝
鮮
語
。
民
族
学

校
）
が
作
ら
れ
た
。
ウ
ト
ロ
は
戦
後
の
朝

鮮
人
の
生
活
の
す
べ
て
を
支
え
る
居
住

の
場
所
、
帰
国
中
継
基
地
、
情
報
セ
ン

タ
ー
の
役
割
を
果
た
し
た
。
ウ
ト
ロ
が

も
貧
し
か
っ
た
の
は
朝
鮮
戦
争
（
一
九

五
〇
～
五
三
年
）
の
前
後
で
あ
る
。

ウ
ト
ロ
平
和
祈
念
館
は
ウ
ト
ロ
地
区

の
東
端
に
あ
り
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

三
階
建
て
、
屋
上
に
も
上
が
れ
る
。
１

Ｆ
は
事
務
室
・
交
流
ス
ペ
ー
ス
。
２
Ｆ

と
３
Ｆ
は
展
示
室
。
そ
の
中
ほ
ど
に
戦

時
中
の
（
日
本
軍
）
飛
行
機
製
造
工
場
を

ア
メ
リ
カ
軍
が
上
空
か
ら
撮
影
し
た
写

真
（
一
九
四
四
年
）
が
あ
る
。
こ
れ
を
よ

く
見
る
と
建
物
の
す
べ
て
に
通
し
番
号

が
つ
い
て
い
る
。
爆
撃
目
標
の
識
別
で

あ
ろ
う
。
ウ
ト
ロ
飯
場
十
数
棟
は
全
体

で
一
つ
の
番
号
、
こ
こ
は
爆
撃
目
標
と

は
な
ら
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
第
二
室

戸
台
風
（
一
九
六
一
年
）
被
災
直
後
の
ウ

ト
ロ
の
全
景
写
真
が
あ
る
。
同
じ
方
向

に
並
ん
だ
飯
場
の
屋
根
が
み
な
吹
き
飛

ば
さ
れ
、
壊
滅
的
被
害
を
受
け
た
様
子

が
わ
か
る
。
時
を
置
か
ず
、
ウ
ト
ロ
の

人
々
は
屋
根
を
直
し
、
つ
ぶ
れ
た
家
を

修
理
し
て
、
ウ
ト
ロ
集
落
を
保
っ
て
き

た
。
ま
さ
に
生
き
る
た
め
の
闘
い
の
連

続
だ
っ
た
。

平
和
祈
念
館
の
前
庭
に
は
、
そ
の
飯

場
の
一
部
分
（
一
世
帯
分
）
が
移
築
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
住
民
の
感
想
は
複

雑
で
あ
る
。
…
口
々
に
、
「
こ
れ
は
綺

麗
す
ぎ
る
。
こ
ん
な
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た

な
」
。

で
は
、
当
時
は
ど
ん
な
様
子
だ
っ
た

の
か
…
住
民
（
文
光
子
）
の
法
廷
証
言
か

ら
見
て
い
こ
う
。

■

戦
争
中
は
、
私
の
父
が
飯
場
頭
を

し
て
い
た
鳳
組
で
主
人
は
働
き
ま
し
た
。

も
っ
こ
で
土
を
肩
に
担
ぐ
仕
事
で
、
い

つ
も
肩
に
血
豆
が
た
く
さ
ん
出
来
て
ま

し
た
。
こ
の
仕
事
に
は
慣
れ
て
な
い
の

か
、
い
つ
も
し
ん
ど
い
し
ん
ど
い
と
言
っ

て
ね
。
そ
れ
で
も
明
け
て
も
く
れ
て
も

仕
事
に
行
っ
た
ん
で
す
。
も
う
シ
ャ
ツ

が
い
つ
で
も
肩
だ
け
が
破
れ
る
ん
で
す

よ
ね
。
毎
日
継
ぎ
を
当
て
る
ん
で
す
。

鳳
組
の
人
夫
は
三
〇
人
か
ら
四
〇
人
ぐ

ら
い
い
ま
し
た
。
母
と
私
は
人
夫
さ
ん

の
ご
飯
炊
き
で
す
。
私
は
こ
こ
に
来
て

か
ら
次
男
を
産
み
ま
し
た
。
こ
こ
の
仕

事
を
す
る
人
は
独
身
が
半
分
、
家
族
持

ち
が
半
分
で
し
た
。
日
当
は
た
し
か
一

日
三
円
で
し
た
。

■

一
棟
の
飯
場
の
建
物
の
中
に
裏
表

六
軒
づ
つ
、
計
一
二
軒
あ
り
ま
し
た
。

部
屋
の
中
は
六
畳
が
一
間
あ
る
だ
け
で

す
。
そ
れ
に
三
畳
か
四
畳
に
な
る
土
間

が
あ
る
。
今
み
た
い
に
流
し
な
ん
か
あ

り
ま
せ
ん
。
土
間
に
赤
土
を
こ
ね
て
竈

（
か
ま
ど
）
を
作
っ
て
、
炊
事
場
に
し
た

の
で
す
。
家
族
が
何
人
い
よ
う
が
み
ん

な
一
軒
、
そ
う
い
う
状
態
で
し
た
。
部

屋
は
板
の
間
で
す
け
ど
寒
い
か
ら
み
ん

な
筵
（
む
し
ろ
）
を
敷
い
た
り
、
ち
ょ
っ

と
良
か
っ
た
ら
古
い
畳
を
買
う
て
敷
く

人
も
あ
っ
た
し
。
大
概
、
筵
で
す
。

■

屋
根
は
初
め
は
杉
皮
で
し
た
。
天

井
は
な
く
て
屋
根
裏
だ
け
で
す
。
初
め

は
雨
は
漏
ら
な
か
っ
た
け
ど
、
何
ケ
月

か
た
っ
た
ら
、
杉
皮
な
ん
か
は
飛
ん
で

い
っ
て
し
ま
っ
て
星
が
見
え
る
ん
だ
か

ら
。
雨
が
降
る
時
の
こ
と
は
も
う
思
い

出
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
口
で
は
言
え

ま
せ
ん
。
雨
が
漏
っ
て
、
漏
っ
て
、
バ

ケ
ツ
や
洗
濯
の
タ
ラ
イ
で
受
け
た
り
、

子
ど
も
の
頭
の
上
に
雨
が
落
ち
る
か
ら
、

子
ど
も
を
だ
っ
こ
し
て
こ
っ
ち
に
寝
か

し
た
り
あ
っ
ち
に
寝
か
し
た
り
、
…
。

■

冬
は
寒
く
て
寒
く
て
、
も
う
板
の

間
か
ら
雪
が
吹
い
て
入
る
ん
で
す
。
板

だ
っ
て
製
材
し
て
残
っ
た
板
を
合
わ
せ

て
あ
る
だ
け
だ
か
ら
隙
間
だ
ら
け
で
す

よ
。
だ
か
ら
、
現
場
に
行
っ
て
セ
メ
ン

ト
袋
を
も
ら
っ
て
来
て
そ
れ
を
貼
っ
た

り
、
新
聞
が
あ
れ
ば
貼
り
つ
け
た
り
し
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て
そ
れ
で
し
の
い
で
い
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
冬
は
寒
か
っ
た
。
寒
く
て
、
寒
く

て
、
そ
り
ゃ
耐
え
ら
れ
た
も
ん
じ
ゃ
な

い
で
す
。
そ
う
い
う
所
に
家
族
で
一
緒

に
寝
泊
ま
り
し
て
た
わ
け
で
す
。

■

夏
は
暑
く
て
、
部
屋
は
窓
も
何
も

な
い
か
ら
、
も
う
本
当
に
風
が
入
る
の

は
入
口
だ
け
だ
か
ら
部
屋
の
中
に
居
ら

れ
な
い
で
す
ね
。
だ
か
ら
み
な
夜
は
外

で
ち
ょ
っ
と
涼
し
く
な
る
ま
で
待
っ
て

る
ん
で
す
よ
ね
。
明
日
仕
事
に
行
か
な

き
ゃ
い
け
な
い
と
言
い
な
が
ら
で
も
、

暑
く
て
、
と
に
か
く
我
慢
が
出
来
な
い

か
ら
、
外
で
夜
の
一
二
時
頃
ま
で
い
る

ん
で
す
よ
ね
。
ヤ
ブ
蚊
だ
ら
け
で
ね
、

蓮
や
草
を
刈
っ
て
来
て
そ
れ
で
煙
り
出

し
て
、
そ
れ
で
外
で
皆
で
涼
ん
で
た
わ

け
な
ん
で
す
。
蚊
取
り
線
香
は
あ
り
ま

し
た
け
れ
ど
も
お
金
が
な
い
か
ら
買
え

な
い
で
し
ょ
う
。
ち
ょ
っ
と
涼
し
く
な
っ

て
、
本
当
に
一
休
み
し
て
、
ま
た
朝
の

三
時
頃
か
ら
ご
飯
を
炊
か
ん
な
ら
ん
で

し
ょ
う
。
飯
場
は
家
じ
ゃ
な
い
で
す
。

あ
れ
は
家
じ
ゃ
な
い
。
人
間
と
し
て
扱
っ

て
も
ら
え
な
い
状
態
で
す
。
こ
こ
に
来

る
前
は
随
分
い
い
条
件
だ
と
聞
い
て
い

た
ん
で
す
け
れ
ど
も
全
然
違
い
ま
し
た
。

■

配
給
米
は
あ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
と
て
も
足
り
な
い
で
す
ね
。
だ
か

ら
、
重
労
働
の
人
に
ひ
も
じ
い
思
い
を

さ
し
た
ら
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
つ
も

ヨ
モ
ギ
を
摘
ん
で
ご
飯
に
足
し
た
り
、

大
根
と
か
、
じ
ゃ
が
い
も
と
か
、
芋
と

か
い
ろ
い
ろ
足
し
て
。
も
っ
と
ひ
ど
か
っ

た
ら
芋
蔓
で
す
。
何
し
ろ
量
が
多
け
れ

ば
い
い
と
思
っ
て
、
み
な
工
夫
し
て
食

べ
た
も
の
で
す
。

■

水
道
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
井
戸
で

し
た
。
風
呂
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

肉
体
労
働
な
の
に
風
呂
場
が
な
か
っ
た

ん
で
す
。
町
の
ほ
う
に
あ
る
銭
湯
ま
で

行
っ
て
た
わ
け
で
す
。
毎
日
汗
流
し
て

働
い
て
い
る
人
も
よ
く
て
三
日
か
四
日

に
一
度
ぐ
ら
い
、
さ
も
な
け
れ
ば
一
週

間
に
一
回
ぐ
ら
い
で
す
。
水
で
洗
っ
た

り
、
お
湯
わ
か
し
た
り
し
て
体
を
洗
っ

た
り
す
る
だ
け
で
す
。

■

土
管
で
井
戸
が
掘
ら
れ
て
あ
る
ん

で
す
。
そ
の
井
戸
の
水
は
上
か
ら
覗
い

た
ら
見
え
る
ん
で
す
よ
ね
。
油
が
浮
い

て
て
、
濁
っ
て
て
。
と
て
も
飲
め
な
い

か
ら
四
斗
樽
の
中
へ
砂
を
入
れ
て
、
飲

み
水
は
漉
し
て
飲
み
ま
し
た
。
洗
濯
は

そ
の
ま
ま
で
洗
っ
た
ら
赤
く
染
ま
る
ん

で
す
。
子
ど
も
お
し
め
や
な
ん
か
で
も

真
っ
赤
に
な
る
ん
で
す
。
大
雨
が
降
っ

た
ら
、
井
戸
と
ト
イ
レ
が
同
じ
よ
う
に

な
る
ん
で
す
よ
ね
。
汚
水
が
井
戸
に
流

れ
込
む
の
で
す
。
そ
し
た
ら
水
は
飲
め

ま
せ
ん
。
そ
れ
で
男
の
人
が
全
部
寄
っ

て
か
ら
ね
、
そ
の
井
戸
の
水
全
部
汲
み

上
げ
て
き
れ
い
に
掃
除
し
て
、
そ
し
て

石
入
れ
て
、
そ
れ
か
ら
ま
た
飲
む
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
よ
く
な
い
で
す
よ
ね
。

ト
イ
レ
は
二
〇
軒
ぐ
ら
い
に
三
つ
か
四

つ
、
一
ケ
所
に
作
っ
て
あ
る
ん
で
す
。

そ
れ
を
共
同
で
使
う
ん
で
す
。

第
２
章

金
君
子
さ
ん
の
部
屋

平
和
祈
念
館
の
展
示
室
は
、
１
．
な

ぜ
ウ
ト
ロ
に
朝
鮮
人
が
住
む
よ
う
に
な
っ

た
の
か
（
～
一
九
四
五
年
）
。
２
．
戦
後

の
ウ
ト
ロ
で
の
生
活
（
一
九
四
五
～
一
九

八
八
年
）
。
３
．
ウ
ト
ロ
を
守
る
た
た
か

い
（
一
九
八
九
～
二
〇
〇
七
年
）
。
４
．
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
と
ウ
ト
ロ
平
和
祈
念

館
（
二
〇
〇
八
年
～
）
。
時
代
順
に
展
示

さ
れ
て
い
る
。

一
八
七
六
年
、
江
華
島
事
件
を
契
機

と
し
て
朝
鮮
を
開
国
さ
せ
た
日
本
は
、

釜
山
・
元
山
に
日
本
人
居
留
地
を
開
き
、

日
本
人
に
よ
る
朝
鮮
植
民
が
進
む
。
一

九
一
〇
年
の
「
韓
国
併
合
」
の
時
点
で

二
〇
万
人
近
く
の
在
朝
日
本
人
が
い
た
。

そ
の
後
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
は
日
中

戦
争
の
拡
大
に
よ
る
労
働
者
不
足
に
よ

り
、
内
地
に
わ
た
る
朝
鮮
人
が
激
増
、

戦
時
体
制
が
本
格
化
す
る
と
強
制
動
員

も
相
俟
っ
て
、
朝
鮮
人
た
ち
は
軍
需
産

業
に
駆
り
出
さ
れ
て
い
っ
た
。

一
九
四
五
年
の
日
本
敗
戦
で
朝
鮮
半

島
は
植
民
地
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
た
が
、

人
々
は
極
貧
状
態
の
中
で
生
き
抜
い
た
。

さ
ら
に
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
、

ウ
ト
ロ
で
は
土
地
問
題
が
発
生
、
住
民

は
立
ち
退
き
を
迫
ら
れ
、
土
地
裁
判
が

始
ま
る
。
住
民
と
ウ
ト
ロ
を
守
る
会
は

「
居
住
の
権
利
」
を
主
張
し
て
国
連
な

ど
国
際
的
な
場
で
ア
ピ
ー
ル
、
韓
国
の

市
民
社
会
と
の
連
携
な
ど
厳
し
い
闘
い

を
展
開
し
た
。
そ
の
過
程
で
、
女
性
た

ち
は
「
ウ
ト
ロ
農
楽
隊
」
が
象
徴
す
る

よ
う
に
、
力
強
く
自
己
表
現
し
て
い
く
。

平
和
祈
念
館
の
展
示
で
は
、
住
民
が
法

事
な
ど
日
常
的
に
使
っ
て
い
た
金
属
製

食
器
、
洗
濯
後
に
使
う
タ
ド
ゥ
ミ
（
砧
）

や
棒
ば
か
り
な
ど
の
生
活
民
具
を
展
示

し
、
そ
の
暮
ら
し
ぶ
り
が
表
現
さ
れ
て

い
る
。

中
で
も
、
一
番
人
気
の
あ
る
の
は

「
君
子
さ
ん
の
部
屋
」
で
あ
る
。
彼
女

が
原
寸
大
の
パ
ネ
ル
に
な
っ
て
、
彼
女

の
居
間
で
お
酒
を
飲
ん
で
い
る
。
日
本

酒
「
ま
る
」
の
パ
ッ
ク
が
お
か
れ
、
キ

テ
ィ
ー
ち
ゃ
ん
の
グ
ラ
ス
。
食
卓
に
は

シ
シ
ャ
モ
と
明
太
子
。
馴
染
み
の
あ
る

彼
女
の
姿
で
あ
る
。
…
住
民
は
よ
く
こ

こ
に
腰
か
け
て
、
「
君
子
（
ク
ン
ジ
ャ
）

さ
ん
、

近
ど
う
し
て
た
の
…
」
と
呼

び
か
け
る
。
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彼
女
の
家
は
毎
年
、
水
害
の
被
害
を

受
け
た
。
隣
接
す
る
自
衛
隊
大
久
保
駐

屯
地
に
降
っ
た
雨
が
一
時
に
ウ
ト
ロ
側

に
排
水
さ
れ
る
た
め
、
宇
治
市
が
管
理

す
る
「
西
宇
治
都
市
下
水
路
」
が
あ
ふ

れ
、
盛
り
上
が
っ
た
水
は
ウ
ト
ロ
広
場

を
抜
け
て
、
彼
女
の
家
ま
で
届
い
た
。

襖
に
は
下
か
ら
一
五
セ
ン
チ
の
水
位
の

帯
が
つ
い
て
い
た
。
い
っ
た
ん
浸
か
っ

た
畳
は
ず
く
ず
く
で
使
え
な
い
。
君
子

さ
ん
の
家
の
畳
入
れ
替
え
の
目
的
で
緊

急
で
カ
ン
パ
を
呼
び
掛
け
た
と
こ
ろ
、

一
週
間
で
三
〇
万
円
が
私
の
手
元
に
集

ま
っ
た
。
五
万
円
、
一
〇
万
円
と
出
し

た
の
は
、
ウ
ト
ロ
に
来
て
彼
女
と
懇
意

に
な
っ
た
支
援
者
た
ち
で
あ
っ
た
。

い
ま
、
彼
女
の
古
い
家
は
無
人
と
な
っ

た
が
ウ
ト
ロ
に
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
記
憶
と
記

録
を
否
定
す
る
重
大
な
犯
罪
事
件
が
起

き
た
。
放
火
・
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
で
あ

る
。

第
３
章

ウ
ト
ロ
放
火
事
件

二
〇
二
一
年
八
月
三
〇
日
、
ウ
ト
ロ

で
火
災
、
空
き
家
住
宅
や
倉
庫
な
ど
計

七
棟
が
焼
け
た
。
死
傷
者
は
な
し
。
京

都
府
警
は
一
二
月
六
日
、
容
疑
者
（
二
二

歳
）
を
逮
捕
。
報
道
に
よ
る
と
「
注
目
を

集
め
た
く
て
」
放
火
し
た
と
供
述
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
特
集
番
組
で
は
動
機
と
し
て
、

「
在
日
コ
リ
ア
ン
や
韓
国
、
朝
鮮
の
人

に
疑
心
や
嫌
悪
感
が
あ
っ
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
に
投
稿
さ
れ
て
い
る
差
別
感
情
を

表
面
化
さ
せ
た
か
っ
た
。
ま
た
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
仕
事
を
辞
め
ざ
る
を

え
な
く
な
り
、
完
全
に
金
銭
的
、
時
間

的
余
裕
を
失
っ
た
。
ウ
ト
ロ
地
区
の
状

況
を
事
件
の
一
週
間
前
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
知
り
、
不
公
平
感
や
違
和
感
を
感

じ
た
」
と
。
…
こ
れ
ら
が
事
実
と
す
れ

ば
重
大
な
ヘ
イ
ト
事
件
で
あ
る
。

二
〇
二
一
年
末
、
「
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ

ム
の
な
い
社
会
を
め
ざ
す
市
民
集
会
」

（
一
二
月
二
六
日
、
京
都
市
内
）
が
開
か
れ

た
。
ウ
ト
ロ
を
守
る
会
代
表
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
紹
介
す
る
。

ウ
ト
ロ
の
（
二
〇
二
一
年
）
八
月
の
火

事
が
、
二
二
才
の
青
年
の
放
火
に
よ
る

も
の
と
判
明
し
た
と
き
、
例
え
よ
う
の

な
い
憤
り
と
深
い
悲
し
み
に
う
ち
ひ
し

が
れ
ま
し
た
。
戦
中
戦
後
ウ
ト
ロ
で
働

き
、
必
死
に
子
ど
も
た
ち
を
育
て
上
げ
、

今
は
す
で
に
亡
く
な
っ
た
一
世
の
方
々

の
お
顔
が
思
い
浮
か
び
ま
し
た
。
厳
し

い
、
謂
わ
れ
の
な
い
差
別
に
さ
ら
さ
れ

な
が
ら
、
人
間
ら
し
く
懸
命
に
生
き
た

ウ
ト
ロ
の
人
々
で
す
。
こ
の
方
々
の
歴

史
を
否
定
す
る
暴
挙
で
す
。

劣
悪
な
住
環
境
の
改
善
を
求
め
て
、

三
十
数
年
に
及
ぶ
住
民
運
動
を
続
け
て

き
ま
し
た
。
来
春
に
は
、
住
宅
二
棟
目

の
工
事
も
終
了
す
る
矢
先
に
起
き
た
犯

罪
行
為
で
、
ま
さ
に
命
と
暮
ら
し
を
破

壊
す
る
も
の
で
す
。
ウ
ト
ロ
を
守
る
運

動
の
歩
み
を
示
す
貴
重
な
資
料
も
一
部

消
失
し
ま
し
た
。
来
春
（
二
〇
二
二
年
四

月
末
）
完
成
す
る
歴
史
祈
念
館
に
展
示
す

る
予
定
で
し
た
が
、
取
り
返
し
の
つ
か

な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ウ
ト
ロ
に
向
け
ら
れ
た
憎
し
み
や
蔑

み
は
、
私
た
ち
が
住
む
こ
の
社
会
が
生

み
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
遂
に
放
火
事

件
と
な
っ
て
表
に
で
て
き
た
の
で
す
。

朝
鮮
半
島
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
全
て
の
人
々

や
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
恐
怖
で
あ

り
、
脅
し
で
す
。
ど
れ
だ
け
の
幼
い
子

ど
も
た
ち
が
傷
つ
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

日
本
行
政
は
ウ
ト
ロ
の
住
環
境
整
備
事

業
を
進
め
る
な
か
で
、
こ
の
様
な
事
態

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
、
充
分
に
手
を

尽
く
し
た
の
で
し
ょ
う
か
？
ま
ち
づ
く

り
事
業
の
な
か
で
、
こ
の
事
業
の
意
義

を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
理
解
を
深
め
て
貰

う
の
も
重
要
な
項
目
の
ひ
と
つ
だ
っ
た

は
ず
で
す
。

差
別
意
識
は
見
え
に
く
く
な
り
、
周

辺
に
お
い
や
ら
れ
な
が
ら
も
、
常
に
私

た
ち
の
こ
の
社
会
で
生
み
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
求
め
て
暗
い
衝

動
に
駆
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
い

ま
こ
そ
、
こ
の
社
会
の
あ
り
よ
う
を
見

つ
め
直
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
歴

史
に
学
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
事
件
に
接
し
て
不
安
恐
怖
に
か
ら
れ

た
子
ど
も
の
た
め
に
も
、
「
共
に
い
き

る
」
に
値
す
る
社
会
を
つ
く
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ウ
ト
ロ
に
で
き
る
祈

念
館
は
歴
史
に
学
び
な
が
ら
、
「
共
に

生
き
る
」
を
具
体
的
に
示
す
も
の
と
な

り
ま
し
ょ
う
。

ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
は
在
日
外
国
人
問

題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！
在
日
日
本
人
問

題
な
の
で
す
。

ウ
ト
ロ
を
守
る
会
代
表

田
川
明
子

私
た
ち
の
気
持
ち
は
こ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
尽
き
る
。
ヘ
イ
ト
に
対
し
て
は
共

同
で
闘
う
以
外
に
な
い
。

第
４
章

歩
み
は
こ
れ
か
ら
も
続
く

二
〇
二
二
年
七
月
一
〇
日
、
大
阪
市

生
野
区
で
二
〇
年
前
に
作
ら
れ
た
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
映
画
「
ウ
ト
ロ
、
家
族
の
街
」

他
の
上
映
会
が
あ
っ
た
。
対
談
し
た
の

は
監
督
・
武
田
倫
和
さ
ん
と
私
で
あ
る
。

二
〇
年
前
、
武
田
監
督
は
ま
だ
京
大
の

学
生
で
、
記
録
映
画
を
撮
り
た
い
と
、

ウ
ト
ロ
近
く
の
喫
茶
店
の
二
階
に
住
み

込
ん
で
い
た
。
当
時
の
守
る
会
は
敗
訴

確
定
後
で
緊
迫
し
て
い
た
。
…
（
裁
判
所

に
よ
る
）
立
ち
退
き
強
制
執
行
は
い
つ
来
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る
の
か
。
ホ
ー
ム
レ
ス
と
な
っ
た
住
民

は
ど
う
な
る
の
か
。
支
援
者
は
何
を
ど

う
す
べ
き
か
。
宇
治
市
役
所
の
１
Ｆ
ロ

ビ
ー
で
住
民
が
集
団
生
活
す
る
こ
と
も

話
題
に
な
っ
た
。
私
た
ち
は
反
対
運
動

の
戦
術
を
先
鋭
化
さ
せ
る
こ
と
も
考
え

た
が
、
お
そ
ら
く
住
民
は
つ
い
て
こ
れ

な
い
。
な
ら
ば
、
そ
の
ま
ま
住
ん
で
闘

う
し
か
な
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持

し
な
が
ら
、
住
み
続
け
る
。
こ
う
し
て

作
り
上
げ
た
の
が
、
「
オ
モ
ニ
の
歌
」

（
ウ
ト
ロ
地
区
の
入
口
に
掲
げ
た
タ
テ
カ
ン
、

今
回
の
放
火
で
焼
失
）
で
あ
る
。

ウ
ト
ロ
広
場
は
長
い
間
、
集
落
の
中

心
だ
っ
た
が
、
伊
勢
田
ウ
ト
ロ
市
営
住

宅
が
で
き
て
住
民
四
〇
世
帯
が
入
居
し

た
。
多
く
の
住
民
は
新
し
い
住
宅
に
満

足
し
て
い
る
。
災
害
の
心
配
が
な
い
か

ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
お
互
い
に
顔
を

合
わ
せ
る
機
会
は
減
っ
た
。
み
ん
な
で

ワ
イ
ワ
イ
言
い
な
が
ら
焼
き
肉
を
し
た

い
が
、
そ
の
場
所
も
な
い
。
い
ろ
い
ろ

不
満
は
あ
る
が
新
し
い
生
活
に
も
慣
れ

て
き
た
。
集
落
の
中
心
は
東
に
一
〇
〇

メ
ー
ト
ル
移
動
し
て
、
平
和
祈
念
館
の

１
Ｆ
が
そ
の
中
心
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
喫
茶
も
こ
こ
。
私
の
希

望
は
こ
の
場
所
が
住
民
の
居
住
福
祉
の

「
た
ま
り
場
」
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。

ウ
ト
ロ
広
場
に
残
る
小
さ
な
プ
レ
ハ

ブ
の
倉
庫
に
は
姜
景
南
ハ
ル
モ
ニ
と
韓

国
の
若
い
人
た
ち
の
顔
が
描
か
れ
い
る
。

韓
国
の
セ
ウ
ォ
ル
号
遭
難
事
件
（
二
〇
一

四
年
）
で
生
き
残
っ
た
生
徒
た
ち
は
、
毎

年
ウ
ト
ロ
に
来
て
自
分
た
ち
の
似
顔
絵

を
残
し
て
い
っ
た
。
「
ど
ん
な
苦
難
が

あ
っ
て
も
、
生
き
て
い
く
価
値
が
あ
る
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
若
い
人
は
そ
れ

ぞ
れ
に
受
け
継
い
で
い
く
。
姜
景
南
ハ

ル
モ
ニ
は
亡
く
な
っ
た
が
、
い
つ
も
の

手
押
し
車
が
祈
念
館
３
Ｆ
の
彼
女
の
写
真

や
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
隣
に
置
か
れ
て
い
る
。

二
〇
二
二
年
四
月
に
日
本
居
住
福
祉

学
会
の
新
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
「
ウ
ト
ロ
・

強
制
立
ち
退
き
と
の
闘
い
」
（
東
信
堂
）

を
私
は
書
い
た
。
ウ
ト
ロ
三
〇
年
間
の

記
録
で
あ
る
。
住
民
は
ヘ
イ
ト
放
火
の

犯
人
を
決
し
て
許
さ
な
い
と
語
る
と
同

時
に
、
「
私
た
ち
の
所
に
来
て
、
一
緒

に
も
の
を
食
べ
、
話
も
し
た
ら
こ
う
は

な
ら
な
か
っ
た
。
（
彼
も
）
一
生
を
棒
に

振
ら
な
く
て
済
ん
だ
の
に
…
」
と
話
し

て
い
る
。
そ
し
て
一
人
が
放
火
現
場
の

横
の
狭
い
土
地
を
耕
し
、
唐
辛
子
と
エ

ゴ
マ
の
苗
を
植
え
た
。
い
ま
緑
の
葉
が

日
に
日
に
成
長
し
て
い
る
。
…
ウ
ト
ロ

の
歩
み
は
こ
れ
か
ら
も
続
く
。
一
〇
年

後
の
ウ
ト
ロ
は
ど
の
よ
う
だ
ろ
う
か
。

い
ま
の
姿
を
見
て
お
い
て
ほ
し
い
。

ウ
ト
ロ
平
和
祈
念
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
s:
//
w
w
w
.
ut
or
o
.
j
p
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◇近世の本願寺、その日その日 ―非常災害時の防

災・避難体制をめぐって― 左右田昌幸

ゆいぱる 45（姫路市人権啓発センター刊 2022.5）

◇2022年度 人権学習地域講座のお知らせ

良き日のために 日本基督教団部解放センター通信

26（日本基督教団部解放センター 2022.4.1）

◇第15回 日本基督教団 部落解放全国会議in京都

案内

▪日程2022/10/25～27

▪会場 日本基督教団 京都教会

▪基調講演 山本栄子さん

▪主題講演 前川修さん ほか

▪フィールドワーク 崇仁・東九条地区の歴史と

今を学ぶ など

◇狭山事件の再審を実現しよう！ 関西キャラバン

に参加しました

◇部落解放祈りの日 案内

◇〈ブックレビュー〉『差別はいてい悪意のない

人がする―見えない排除に気づくための10章』

キム・ジヘ著、尹怡景訳

ライツ 276（鳥取市人権情報センター刊 2022.5）

◇「人権とっとり講座」受講案内

◇イベント 案内

ライツ 277（鳥取市人権情報センター刊 2022.6）

◇鳥取市人権情報センターの蔵書紹介

◇今年度の全国集会 案内

◇SDGsを学ぼう 2 貧困をなくそう

りべらしおん 111（福岡県人権研究所刊 2022.4.2

7）

◇2021年度啓発担当者のための人権講座 講演「施

行から5年経った人権3法の意義と課題」

◇「ことば」が立ち上がる時 ―全国水平社100周

年記念集会に参加して―そのだ ひさこ

◇2022年度定 時会員総会 公開人権講座 案内

和歌山研究所通信 76（和歌山人権研究所刊 2022.

4）

◇書評『 続部落解放論の 前線―水平社100年を

踏まえた新たな展望―』新田和宏
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ひゅーまん らいと 434（部落解放・人権政策確立

立要求京都府実行委員会刊 2022.4.1）

◇全国水平社創立100周年記念集会関連記事

◇記念映画『破戒』関連記事

◇第53回人権交流京都市集会関連記事

◇第70期京都人権文化講座案内

ひゅーまん らいと 435（部落解放・人権政策確立

要求京都府実行委員会刊 2022.5.1）

◇第70期京都人権文化講座 案内

◇京都人権文化講座第69期第３回 報告「医療的ケ

アの必要な子どもたちと家族の物語とその支援

について」藤井蕗さん

◇京都府水平社創立100周年記念集会「良き日」の

実現、改めて誓い

◇消極的姿勢に批判相次ぐ 府連が法務局と意見交

換

ひゅーまん らいと 436（部落解放・人権政策確立

要求京都府実行委員会刊2022.6.1）

◇次世代に差別を残さない 解放同盟府連定期大会

報告

◇第35回人権啓発京都府集会開催要項

◇京都人権文化講座第69期第４回 報告「水俣と水

俣病 ―揺らぎと葛藤を伝える―」永野三智さん

◇全国水平社ゆかりの地で旧跡をめぐる「人権の

ふるさと・御所市柏原を訪ねて」京都同宗連が

現地研修会を実施

◇2022年度 差別の歴史を考える連続講座 案内

部落解放 821（解放出版社刊 2022.5.10）600円

◇特集「部落問題と向きあう若者たち9」

▪失ったつながりを取り戻す 谷岡裕喜

▪出身者以外の人とも一緒にできる運動をたいせ

つに 籾山彩

▪ムラの良いところを伝えたい 櫻井蘭

◇リレーエッセイ水平社100年に想う15 社会運動

における主体的な闘争の重要性―水平社と山谷

大西祥惠

◇100周年を記念し、101年目からの運動へ 水平社

創立100周年記念集会 編集部

◇偏見差別をなくしてほしい―ハンセン病問題に

みる人生被害 16 担任教師の声かけで偏見の魔

法が解ける 福岡安則

◇春告鳥は地を這う―戦後部落解放運動史の検証

と再考 19「2006年不祥事問題」と運動再生の必

死の模索 谷元昭信

部落解放 822（解放出版社刊 2022.6.10）600円

◇特集「講座 近代日本の部落問題」刊行！

▪『講座 近代日本の部落問題』全三巻の趣旨

▪三つの論点に則して近代の部落問題を検討 第

一巻『近代の部落問題』を編集して 朝治武

▪部落史研究は歴史学のなかに位置づくことの希

求 第二巻『戦時・戦後の部落問題』を編集し

て 黒川みどり

▪特措法下の部落問題の展開と不可視化されつつ

ある現実を描く 第三巻『現代の部落問題』を

編集して 内田龍史

▪ジェンダーの視点から水平運動を問う 宮前千

雅子

▪男子普選下における水平社の政治進出 吉田文

茂

▪帝国日本のなかの部落問題 植民地支配とのか

かわりを考える 水野直樹

◇リレーエッセイ水平社100年に想う 16「落史研

究は差別へのカウンターとなるのか？」矢野治

世美

◇インタビュー「沖縄で水平社宣言を読む会」は

何を目指すか 金城実

◇弾左衛門ノ峰の名称は「砥石」由来か 吉田勉

◇春告鳥は地を這う ―戦後部落解放運動史の検証

と再考 20 2011年「網領改正」と運動の新機軸

谷元昭信

部落解放新聞 373（部落解放同盟全国連合会刊 20

22.4.10）200円

◇「今、親・教師・子どもにとって、教育の原点

とは何か」2 久保敬

部落解放新聞 374（部落解放同盟全国連合会刊 20

22.5.10）200円

◇部落解放運動の歴史を変える、100年に1度の狭

山 終決戦へ！

◇狭山第３次再審請求 第50回三者協議報告

◇土浦市の児童クラブで教育支援者3名が悪質な差

別発言を繰り返す

部落解放新聞 376（部落解放同盟全国連合会刊 20

22.7.10）200円

◇茨城県連第31回定期大会を開催

◇狭山事件と人権を考える茨城の会講演会を開催

◇全国水平社創立100周年記念茨城県民大会に200

人結集

◇人権をめぐる動き（2022.4.11～5.10）

本願寺史料研究所報 62（本願寺史料研究所刊 202

2.3）

2022年7月25日
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解放出版社刊

▪「ふしぎな同和問題」角岡伸彦著 ちくま新書

◇イベント・人権啓発行事 案内

同和教育論究 43（同和教育振興会刊 2022.3）1,5

00円

◇真宗の倫理について 小笠原正仁

◇根強き差別思想・悪しき業論 神戸修

◇史料紹介 近世真宗差別問題史料 15 ―史料紹介

留役所「伊予諸記」と長御殿「伊予国諸記」(そ

の2止）― 左右田昌幸

◇書評 奥田均著『差別のカラクリ』 林史樹

奈良県立同和問題関係史料センター研究紀要 26

（奈良県教育委員会刊 2022.3）

◇谷三山の思想形成に関する研究ノート 吉田栄治

郎

◇史料紹介

▪森田節斎墓誌銘の依頼をめぐって―中尾靖軒と

その周辺― 奥本武裕

▪近世大和国田原郷に往来した被差別民衆と無足

人山本氏 竹中緑

◇講演録 聖徳太子 過去と現在をつなぐ 西山厚

奈良人権部落解放研究所紀要 40（奈良人権部落解

放研究所刊 2022.3.31）1,000円＋税

◇大和国の初期真宗と穢寺成立の環境・試論（上）

吉田栄治郎

◇「中世非人論」再考 ―中世被差別民は一括して

非人身分でいいのか― 山村雅史

◇教祖とコレラの流行 ―被差別民衆史の視点から

「教祖伝」を読む― 池田士郎

ヒューマンライツ 409（部落解放・人権研究所刊

2022.4）550円

◇特集 公正採用選考と「裏アカ調査」

◇識字運動の担い手たちが語る 16 識字とは、お

のれ自身の生きざま（前編） 西岡豊さん 編集

菅原智恵美

◇わたしの視点―メディアの現場から 71 「スッ

キリ アイヌ差別表現検証番組」を終えて 武澤

忠

ヒューマンライツ 410（部落解放・人権研究所刊

2022.5.10) 500円

◇わたしの視点― メディアの現場から 72「コン

トロールの効かないデジタル記事の反響を踏ま

えて」阿久沢悦子

◇識字運動の担い手たちが語る 17 識字とは、お

のれ自身の生きざま（後編） 西岡豊さん 編集

菅原智恵美

◇貧困・子ども・人権 第38回 「いじめられた子

どもが追い詰められ、生きる力を失う教育現場

（第3回）―なぜ学校はいじめに向き合わないの

か―」

◇人権教育の実践の現場から 86 自分の中にある

“在り方”と向き合う（前編）藪野篤志

◇箱まわし伝承館「人形のムラ」が産声を ―部落

の芸能文化をパブリックに 辻本一英

◇自分のルーツを「 安心して語れる社会に」1 川

口泰司

ヒューマンライツ 411（部落解放・人権研究所刊

2022.6.10)500円+税

◇特集 部落差別解消に向けた人権条例

▪「愛知県人権尊重の社会づくり条例」の施行と

実効性ある条例をめざして 山崎鈴子

▪条例に運動の魂を ―「差別を解消し、人権が

尊重される三重をつくる条例」の制定 松岡克

己

▪「福知山市人権尊重のまちづくり条例」と今後

の課題 山下真澄

▪「国立市人権を尊重し多様性を認め合う平和な

まちづくり基本条例」―施行から三年をふりか

えって 押田五郎

◇明日をかえる法人―新たな人権への取り組み 第

59回 アイヌ文化を学ぶ「育て合い」の場をつく

る― 一般社団法人札幌大学ウレッパクラブ 岡

田勇樹

◇識字運動の担い手たちが語る 18 生江の識字は

楽しい、いっぱい仲間おるからな（前編） 壷井

宏さん 編集 菅原智恵美

◇人権教育の実践の現場から 87 自分の中にある

“在り方”と向き合う（後編） 藪野篤志

◇泰司と元樹の書きたいざんまい 7「差別をしな

い・支えない・なくす努力を学ぶ」ということ

4 松村元樹

◇連載 走りながら考える 情報戦の勝利なくして

平和も人権も確立できない―フェイクを見抜く

情報リテラシーを― 北口末広

◇新刊紹介 部落差別解消マニュアル 2『ネット人

権侵害と部落差別の現実―モニタリングと今後

の課題―』発売

◇報告 2021年度「みんなの人権・映像フェスティ

バル」の入賞作品が決定

◇人権をめぐる動き（2022.4.11～5.10）

2022年7月25日
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◇（群馬）アイヌ文化に親しむ演劇の集い開催

◇（愛知）投稿者及びYouTubeに映像の削除を強く

求める 丹波真理

月刊 地域と人権 457（全国地域人権運動総連合刊

2022.4.20）

◇全国水平社創立100周年 部落解放運動100年の歴

史 第８回 丹波正史

月刊 地域と人権 458（全国地域人権運動総連合刊

2022.6.5）

◇全国水平社創立100年に想う 中島純男

◇全国水平社100年で考える西光万吉の思想 菅木

一成

◇「インターネット上の誹謗中傷をめぐる法的問

題に関する有識者検討会中間取りまとめ」に対

する意見 新井直樹

地域と人権 京都 859（京都地域人権運動連合会/

地域と人権 京都支局刊 2022.4.15）150円

◇戦後京都市の部落解放運動と同和行政の沿革 46

川部昇

地域と人権 京都 860（京都地域人権運動連合会/

地域と人権 京都支局刊 2022.5.1）150円

◇憲法 変えてはならない三つの理由

◇第１回 養正市営住宅団地再生計画「未来のまち

づくり」ミーティング

◇戦後京都市の部落解放運動と同和行政の沿革 47

川部昇

◇全国水平社100周年 部落解放運動100年の歴史

第５回 丹波正史

地域と人権 京都 861（京都地域人権運動連合会/

地域と人権 京都支局刊 2022.5.15）150円

◇戦後京都市の部落解放運動と同和行政の改革 48

「なぜ発展的転換が必要か」部落解放運動の果

した役割 川部昇

◇全国水平社100周年 部落解放運動100年の歴史

第５回 丹波正史

地域と人権 京都 862（京都地域人権運動連合会/

地域と人権 京都支局刊 2022.6.1）150円

◇第2回 養正地域（旧同和地区）未来のまちづく

りミーティング開催

◇戦後京都市の部落解放運動と同和行政の沿革 49

川部昇

◇全国水平社100周年 部落解放運動100年の歴史

第５回 丹波正史

地域と人権 京都 863（京都地域人権運動連合会/

地域と人権 京都支局刊 2022.6.15）150円

◇第17回 定期大会議案等について議論 定例5役会

議

◇戦後京都市の部落解放運動と同和行政の沿革 50

川部昇

◇全国水平社100周年 部落解放運動100年の歴史

第５回 丹波正史

であい 721（全国人権教育研究協議会刊 2022.4.2

5）

◇第37回北陸人権・同和教育講座 報告予定レポー

ト 目が見えてもみえなくても～八橋検校「六段

の調べ」を通して人権教育を考える～ 安井技

◇人権文化を拓く 293 歴史物語を書きながら 中

川なをみ

▪部落の人びとだけで編成された軍団― 松本卓

也

◇人権文化を切り開く294「生徒が人生をやり直せ

る学校」黒川祥子

であい 722（全国人権教育研究協議会刊 2022.5.2

5）

◇教材の持つ差別性について考える―「一休話」

の高校入試出題に鑑みて―

◇第72回全国人権・同和教育研究大会（書面開催）

分科会報告から

▪「Ａと向き合うことで」五十嵐浩美

▪「自分はどう生きる―生徒とともに考え、学ん

だ部落問題学習―」上内裕美子

▪「歴史学習の中に地域教材を―日本 初の女性

の腑分け、「維新団」

▪部落の人びとだけで編成された軍団― 松本卓

也

◇人権文化を切り開く 294「生徒が人生をやり直

せる学校」黒川祥子

TOKYO人権 94（東京都人権啓発センター刊 2022.5.

31）

◇特集「水平社100年企画」これからの同和問題と

は

▪「身近でない人」がそばにいる多様性 角岡伸

彦

▪意識を変える「想像の冒険」を 野口道彦

◇在日コリアンであることを隠してきた私が小説

を書く理由 深沢潮さん

◇子ども相談室「こんなとき、どうするの？」テー

マ 無自覚な差別◇同和問題を「もっと知りたい」

に応える書籍の 紹介

▪『部落問題と向きあう若者たち』内田龍史著

2022年7月25日
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残せ」

人権21 273（おかやま人権研究センター刊 2022.4.

15）750円

◇全国水平社100年で考える―西光万吉のこと 菅

木一成

◇シリーズ 夜間中学の風をよむ 2 三豊市におけ

る公立夜間中学の成立過程について 城ノ内庸仁

（シリーズ１は人権21 269に掲載）

じんけん ぶんか まちづくり 72（とよなか人権文

化まちづくり協会刊 2022.5）

◇巻頭コラム 全国水平社創立100年を機に 大源文

造

人権問題研究 2022（大阪市立大学人権問題研究セ

ンター2022.3.28）

◇研究論文 社会学の視点から見た「全国部落調

査事件」東京地裁判決 ―部落差別の「系譜性」

「属地性」を中心に― 阿久澤麻理子

◇研究論文 被差別部落出身青年にとっての同和教

育の今日的な意義 ―非大卒の被差別部落出身者

からの聞き取り調査を通して― 岡本昌人

◇書評 結婚差別をどのように分析するのか？―齋

藤直子『結婚差別の社会学』を読む― 野口道彦

◇書評 熊本理抄『被差別部落女性の主体性形成に

関する研究』解放出版社 2020年 神原文子

◇書評 内田龍史『被差別部落マイノリティのアイ

デンティティと社会関係』解放出版社 2020年

廣岡浄進

◇書評 山本崇記『住民運動と行政権力のエスノグ

ラフィ ―差別と住民主体をめぐる〈京都論〉―』

晃洋書房 2020年 中川理季

季刊 人権問題 407（兵庫人権問題研究所刊 2022.

4.30）1,000円

◇特集2 全国水平社創立100周年記念

▪全国水平社創立100周年を迎え、考えること誇

りある闘いに人生をかけて 大沢辰美

▪兵庫の部落解放運動を振り返って 2 ～「同和

特別法」廃止の経過と全国地域人権運動総連合

の発展的発足～ 前田武

振興会通信 163（同和教育振興会刊 2022.3）

◇水平社創立宣言の意義について 藤本信隆

◇同朋運動史の窓 69 左右田昌幸

真宗 1418（真宗大谷派宗務所刊 2022.5.1）250円

◇「全国水平社創立100周年」にあたって ―「是

旃陀羅」問題についてのお詫びと決意― 大谷派

宗務総長 木越渉

真宗 1419（真宗大谷派宗務所刊 2022.6.1）250円

◇解放の共学 ―「是旃陀羅」問題に聞く― 9

◇ハンセン病はいま 292

人民新聞 1780（人民新聞社刊 2022.4.20）200円

◇5.15「復帰」50年特集 1 「沖縄飲み込んだ 日

本（やまと）を問う 金城馨

◇「沖縄返還50年」に改めて考える 沖縄を守らな

かった日本軍の沖縄戦 全国の教育現場で学びの

場を 木坂明

人民新聞 1781（人民新聞社刊 2022.5.5）200円

◇社会運動とマスキュリニティ（男性性）「男ら

しさを離れ 人間らしさに至る道を」鈴木耕生

◇オシテルヤン通信「国際派・木村さんが 一念発

起で夜間中学を卒業」中桐康介

月刊スティグマ 309（千葉県人権センター刊 2022.

4）500円

◇差別とは何か、偏見とは何か 10 福岡安則

月刊スティグマ 310（千葉県人権センター刊 2022.

5.10）500円

◇差別とは何か、偏見とは何か 11 福岡安則

月刊スティグマ 311（千葉県人権センター刊 2022.

6.10）500円

◇特集 不登校と多様な学び

地域と人権 1232（全国地域人権運動総連合刊 202

2.5.15）147円

◇（福岡）「部落差別」“挑発”は許せない

◇（山口）部落解放問題解決の現状に乖離する

「特集放送に対する抗議」

地域と人権 1233（全国地域人権運動総連合刊 202

2.6.15）147円

◇紹介 解放運動の担い手たち 戦前編 1

◇（埼玉）「部落差別」の定義もなく「禁止」を

責務に 埼玉自民党 部落差別禁止条例骨子案公

開

◇（岡山）第19回定期総会開催 県水平社創立100

周年を契機に新たな人権運動をめざす

◇（兵庫）第37回丹有「人権と民主主義」の研究

集会開催 「全国水平社創立100周年 社会問題と

しての部落問題は 基本的に解決した時代を迎え

て」

◇（兵庫）兵庫人権問題研究所 活発な議論で盛り

上がった通常総会

◇（東京）啓発冊子から「同和をはじめ」削除を

都との同和問題連絡協議会で東京人権連が要求

◇（神奈川）神川人権連第46回定期大会開催

2022年7月25日
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案内

◇第３研究部門「識字・成人基礎教育研究会」公

開研究会 報告

◇第４研究部門「差別禁止法研究会」公開研究会

報告

佐賀部落解放研究所紀要 39（佐賀部落解放研究所

刊 2022.3）

◇新型コロナウイルス感染症と人権 矢野治世美

◇史資料のデジタル公開について ―差別呼称が確

認できる古地図― 阿南重幸

◇『続発する差別事件 2（1997年～2019年）』の

作成からみえてきたこと 徳田繁範

◇紹介 そのだひさこ編『絵本 いのちの花が生ま

れ出た!! 実践事例集』～授業者として思うこと

～ 嬉野一紀

◇史料紹介 蓮池鍋島家「科人帳」1 竹森健二郎

狭山差別裁判 525（部落解放同盟中央本部・中央

狭山闘争本部刊 2022.4）300円

◇主張 東京高裁は鑑定人尋問をおこない狭山事件

の再審開始を！ 再審における証拠開示を義務化

する法改正を求めよう！

◇石川一雄さん早智子さんの近況「心許せる同級

生の思い出」

狭山闘争ニュース 311（部落解放同盟全国連合会

2022.5.10）100円

◇5.22集会から再審実現の新たな大運動へ

◇〈シリーズ〉狭山意見広告運動奮戦記 終回

人権教育研究 30（花園大学人権教育研究センター

刊 2022.3）

◇退任記念特集

◇仏教と人権―差別の要因― 中尾良信

について―『優生学講座』を通して― 藤井渉

◇「オリンピックはどこにもいらない！」―ダイ

バーシティ戦略批判と反五輪運動からの考察―

堀江有里

◇“東京オリ・パラ”と人権問題 八木晃介

◇資料紹介 眞下瀧吉（飛泉）が編輯した『児童本

位』について 2 出版事情を知る 創刊号を読む

菅修一

人権と社会〈クリップ・ライブラリー〉414（ＮＣ

Ｌ刊 2022,4.15）

◇さらされた部落リスト 1～8（西日本新聞記事）

◇光あれ 1～5（朝日新聞大阪版記事）

◇鬼滅、ボブ・マーリーに学ぶ人権（朝日新聞大

阪版夕刊記事）

◇水平社100年 関連記事（各新聞社）

人権と社会〈クリップ・ライブラリー〉415（ＮＣ

Ｌ刊 2022,5.15）

◇貧困の叫び 歌い継ぐ「京都の女性ら『竹田の子

守唄』人生重ね」水平百周年集会で広い（読売

新聞大阪版夕刊）

◇水平社宣言から100年「尊敬しあえる社会に」

（毎日新聞）

◇差別が残る今だから「破戒」60年ぶりに映画化

（読売新聞夕刊）

◇水平社100年 関連記事（各新聞社）

◇先住権回復足踏み アイヌ新法制定「交付金は箱

物ばかり」（北海道新聞）

人権と部落問題 959（部落問題研究所刊 2022.5.1）

600円

◇特集 沖縄返還50周年

▪沖縄と日本国憲法 小林武

▪沖縄の立ち位置 ―沖縄米軍の基地被害に抗し

て― 徳吉裕 ほか

◇全国水平社創立100周年記念事業実行委員会の活

動報告

◇八鹿高校事件から半世紀 第二章 生徒がつづる

八鹿高校生活 8 八鹿高校の教育を振り返って

三木裕和

◇文芸の散歩道 松本喜久夫『風に立つ』松居活

◇連載 写真で見る水平運動史 14 尾川昌法

人権と部落問題 960（部落問題研究所刊 2022.6.1）

660円

◇八鹿高校事件から半世紀 第二章 生徒がつづる

八鹿高校生活 9 私が教師になったきっかけは八

鹿高校事件 坂上浩一

◇文芸の散歩道 池波正太郎の作為（アレンジ）・

2 「白波看板」より小原亨

人権なら 137（なら人権情報センター刊 2022.5.1）

◇沖縄「本土復帰」50年◇遺骨返還請求を不当棄

却◇清（ちゅ）ら水（みじ）を取り戻そう

人権なら 138（なら人権情報センター刊 2022.6.1）

◇第13回「差別と人権」研究集会9月開催

◇解放塾 本年度も開催

人権なら 139（なら人権情報センター刊 2022.7.

◇NPOなら人権情報センター通常総会 開催 第22期

事業計画を決定

◇2021年度事業報告・会計報告・会計監査 提案、

審議、承認

◇天王寺夜間中学同窓会総会「天王寺夜間中学を

2022年7月25日
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◇水平社宣言を読む（上）太田恭治

◇主張 人権確立で真の平和を

◇わが闘魂の半生 39 小森龍邦

◇（地域版）呉市に登録型本人通知制度の導入を

迫っていく 呉市協第39回定期大会

解放新聞広島県版 2426（解放新聞社広島支局刊 2

022.6.15）

◇部落解放第65回全国女性集会 井上佳子長崎県立

大学教授が講演「取材を通して自己の差別性と

向き合う」

◇県連大会を7月24日福山市人権交流センターで開

催

◇水平社宣言を読む（中）太田恭治

◇主張 小森さんから学ぶ

◇わが闘魂の半生 40 小森龍邦

◇(地域版)

▪真宗大谷派名古屋教区 部落問題研修 神村二区

支部を訪問

▪向島・解放運動と教育を考える会 定例学習会

「水平社創立100周年を考える」講演

▪三原市協第19回定期大会開催 人権三法を包括

した「人権条例」の制定をめざす

かけはし 2（香川県隣保館連絡協議会刊 2022.3）

◇香川隣保ソーシャルワーカーは、かくして生ま

れた 1 富島喜揮

語る・かたる・トーク 326（横浜国際人権センター

刊 2022.4.20）550円

◇いじめに思う シーズン2 中学生とともに差別と

闘う「まっすぐに まっすぐに」吉成タダシ

◇部落史学び直し問い直しのススメ 13 部落の起

源をどう教えていくか 外川正明

◇つれづれの人権日誌 VOL,21 詩集「部落」２

林力

語る・かたる・トーク 327（横浜国際人権センター

刊 2022.5.20）550円

◇いじめに思う シーズン2 中高生とともに差別と

闘う「世界が少し明るくなった」吉成タダシ

◇部落史学び直し問い直しのススメ14 部落の起源

を教えるのではない 外川正明

◇つれづれの人権日誌22 ぼやき２ 林力

カトリック大阪教会管区部落差別人権活動センター

たより62（カトリック大阪教会管区部落差別人権

活動センター事務局刊 2022.5）

◇水平社創立100年の節目での「水平社宣言讃歌」

おおたまさる

◇第13回対話集会 水平社創立100年の今日的意味

と今後の課題「水平的社会連帯」と「地域共生

社会」実現への相殺

▪発題者 谷元昭信

▪対話集会に参加して 山本栄子

▪対話集会に参加して ―水平社創立100年の今日

的意味をめぐって― 大藪岳史

▪人の世に熱あれ、人間に光あれ ―水平社宣言1

00年シンポジウム―案内

カトリック部落差別人権委員会ニュース 197（日

本カトリック部落差別人権委員会刊 2022.3）

◇いま水平社の息吹を味わう～全国水平社創立100

周年にあたり～ 根津正幸

関西大学人権問題研究室紀要 83（関西大学人権問

題研究室刊 2022.3）

◇高い敏感性をもつ人（Highly Sensitive Person）

は物事を深く考える 4―敏感肌・体臭嫌悪との

関連 その2 串崎真志

◇多セクターとの共創による包摂型地域コミュニ

ティ生成 ―高槻市富田地区大阪北部地震後のコ

ミュニティ再生の取り組み 2― 岡本工介

◇ルソン島北部コルディリエラの人々イゴロット

とアメリカ人為政者：イフガオの人々と白いア

ポたちの関係を中心に 熊野建

◇神経発達症をともなう子どもにおける書字のつ

まずきに関する研究動向 加戸陽子

◇大阪市社会部と山口正―『社会事業研究』を中

心に 吉村智博

紀要 部落問題研究 241（部落問題研究所刊 2022.

5）2,083円+税

◇第59回部落問題研究者全国集会報告

▪奈良盆地地域の大字・村と部落 ―奈良県の地

域構造と部落問題― 竹永三男

▪「人権教育に関する教職員の意識調査結果」の

検討―京都府を中心に―

グローブ 109（ 世界人権問題研究センター刊 202

2.4）

◇部落問題の地域的特性 ―『滋賀の同和事業史』

編さんの経験から― 井岡泰時

藝能史研究 236（藝能史研究會刊 2022.1）1,800

円

◇紹介 横井清『都忘れの京語り』

研究所通信 427（部落解放・人権研究所刊 2022.5.

1）100円

◇第47回 部落解放・人権西日本夏期講座（沖縄）

2022年7月25日
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ン 橿原市で 社会連帯とまちづくりで差別撤廃

に前進しよう

◇今年は「県民集会」を開催！「奈良県民会議総

会」新議長に伊藤委員長

◇６団体激励の下 青年部定期大会 オンラインも

併用 生駒山麓公園で開催

◇熊本全女 岩崎支部が分科会で実践報告 女性の

力を結集し運動の前進を

◇次は映画『破戒』の上映運動だ 第2回執行委員

会 鑑賞促進の取り組みを

◇県外教第33回総会 開催 記念講演では映画『こ

んばんは2』視聴

◇水平社博物館からのお知らせ『水平社博物館が

リニューアルオープン』

◇不当逮捕から59年 狭山は山場に！ 鑑定人尋問・

事実調べ実現させよう 狭山事件の再審を求める

市民集会・東京

解放新聞兵庫版 893（解放新聞社兵庫支局刊 2022.

5.5）50円

◇主張 沖縄本土復帰50年 沖縄を戦争準備の 前

線にするな！

◇兵庫の 彼方此方（あちこち）から15「大切なこ

とを学んだからこそ」

解放新聞兵庫版 894（解放新聞社兵庫支局刊 2022.

6.5）50円

◇5・3兵庫憲法集会に3000人 金平茂紀さんがスピー

チ

◇ヒューマンライツ議員の会が総会 駒井水平社博

物館館長の講演も

◇主張 差別と戦争に反対する闘いを！ 参議院選

に全力で取り組もう

◇熊本で全国女性集会 3年ぶり 来年は兵庫で開催

◇朝鮮学校支援などの方針案を可決 日朝友好県民

の会が総会

◇声を上げ、裁判所を動かそう 狭山事件の再審を

求める市民集会

◇水平社100年テーマにトークセッション 南あわ

じ市人教が総会と記念行事

◇差別のない社会をつくろう 人権の集い

解放新聞兵庫版 895（解放新聞社兵庫支局刊 2022.

7.5）

◇部落解放同盟 第79回全国大会 報告

◇全国高校生・青年活動者会議 報告

◇兵庫県連青年部 28期第二回学習会 水平社博物

館館長駒井さんが講演

◇ひょうご部落解放・人権研究所 総会と人権セミ

ナー開催

◇人権教育ひょうご 第25回総会・記念学習会 開

催

◇兵庫の彼方此方（あちこち）から 16「今までの

私とこれからの私」

◇兵庫県連教宣部連続学習会で兵庫県水平社のあ

ゆみを学ぶ

解放新聞広島県版 2419（解放新聞社広島支局刊 2

022.4.5）

◇わが闘魂の半生 36 小森龍邦

解放新聞広島県版 2420（解放新聞社広島支局刊 2

022.4.15）

◇「是旃陀羅」問題関連記事

◇世界人権宣言73周年記念広島集会 基調（下）

◇主張 部落解放運動の重要性・必要性

解放新聞広島県版 2421（解放新聞社広島支局刊 2

022.4.25）

◇2022部落解放・人権啓発講座案内

解放新聞広島県版 2422（解放新聞社広島支局刊 2

022.5.5）

◇水平社創立100年「宣言」に学ぶ

◇主張「平和な島を取り戻そう 沖縄の軍事要塞化

を許すな」

◇(地域版)「是旃陀羅」問題 具体的な取り組みを

強化

解放新聞広島県版 2423（解放新聞社広島支局刊 2

022.5.15）

◇「全国部落調査」復刻版出版事件裁判 控訴審で

の勝利に向けて

◇主張「西本願寺の『約束』はどこに」

◇わが闘魂の半生 37 小森龍邦

解放新聞広島県版 2424（解放新聞社広島支局刊 2

022.5.25）

◇狭山事件第50回三者協議「裁判所が検察官に客

観的証拠の開示を・ 鑑定実現を

◇石川一雄さんのメッセージ

◇わが闘魂の半生 38 小森龍邦

解放新聞広島県版 2425（解放新聞社広島支局刊 2

022.6.5）

◇市民がつくる新しい社会 佐々木寛さんが講演 2

022平和といのちと人権を！ 5・3ヒロシマ憲法

集会

◇真宗大谷派名古屋教区解推が福山で現地研修

「是旃陀羅」などをテーマに

2022年7月25日
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◇組織内の絆深めよう亀岡市協が定期大会

◇木崎支部が定期大会

◇部落差別の解消にむけ各省交渉 地方自治体が動

きやすしくみを

◇ヘイトクライムへの厳正な処分を ウトロ放火事

件裁判 第1回公判

◇戦争は 大の人権侵害 第76回おんなの集いが開

催

◇「重訪」で広がる自立生活 障害者介助の現場か

ら 第70期京都人権文化講座3報告

解放新聞京都版 1235（解放新聞社京都支局刊 202

2.7.15）70円

◇府連女性部第28回大会を開催「語りあえる女性

活動を」

◇西島中央委員長が決意語る

◇来年2月の第43回全国人権保育研究集会に向け

部落解放全国保育活動者会議 開催

◇第51回部落解放同盟山城地区協議会総会 開催

◇部落解放同盟京都府連合会 第1回青年対策部会

議 開催

◇部落解放京都地方京都会議 就職差別撤廃の要請

行動

◇8月30日ウトロ放火事件判決 第3回公判「検察は

懲役4年を求刑」

◇第70機京都人権文化講座第4回 報告 テーマ「エ

ンパワメントが連鎖する食堂～在日アジア人女

性の活躍の場を～」講師 黒田尚子さん

◇2020年度 差別の歴史を考える連続講座 報告

▪第1回 テーマ「江戸時代の身分と身分社会 ～江

戸時代は『身分制』の社会ではなかった～」講

師 畑中敏之さん

▪第2回 テーマ 「中世非人宿と近世夙村～南山城

相楽・綴喜二郡を事例として～」講師 吉田栄治

郎さん

解放新聞高知版 647（ 部落解放同盟高知県連合会

刊 2022.6.17 ）

◇第67回高知県連大会 報告

◇第79回全国大会 報告

解放新聞滋賀版 2427（部落解放同盟滋賀県連合会

刊 2022.4.25）

◇拡大全国狭山活動者会議・狭山住民の会報告記

事

◇ドキュメント映画『私のはなし 部落のはなし』

紹介記事

解放新聞滋賀版 2429（部落解放同盟滋賀県連合会

刊 2022.5.15）

◇部落解放同盟滋賀県連定期大会・部落解放滋賀

企業連合会 関連記事

解放新聞滋賀版 2431（部落解放同盟滋賀県連合会

刊 2022.6.5）

◇部落解放第65回全国女性集会に27都府県から663

人が集結

◇第6回インターネット差別情報対策会議を開催

解放新聞滋賀版 2432（部落解放同盟滋賀県連合会

刊 2022.6.15）

◇狭山事件の再審を求める市民集会～冤罪59年～

いまこそ再審開始を！

解放新聞東京版 1014（部落解放同盟東京連合会刊

2022.5.1）110円

◇「復刻版」出版事件裁判「一審判決の不十分点

を覆させる控訴理由書を提出

◇統一応募用紙の学習や研修の充実を要請

◇主張 狭山事件「鑑定人尋問実現に向け要請ハガ

キ運動を集中的に展開し 5.24中央集会を成功さ

せよう

◇水平社100年の歴史を自分のものに

◇水平社創立100年 差別と闘いの歴史1 朝治武

解放新聞東京版 1015（部落解放同盟東京連合会刊

2022.6.1）110円

◇ネット対策について新たな取り組みを年度内に

検討と回答 同和問題に関する東京都との連携協

議会

◇主張 就職差別解消促進月間と公正採用選考の確

立、企業と求職者の双方が正しい認識を

◇水平社創立100年 差別との闘い歴史2 朝治武

解放新聞栃木版縮小版(上)（解放新聞社栃木支局

刊 2022.5）2,000円

◇251号(2001年1月)～370号(2010年12月)

解放新聞栃木版縮小版(下)（解放新聞社栃木支局

刊 2022.5）2000円

◇371号(2011年1月)～505号(2022年3月)

解放新聞奈良県版 1166（部落解放新聞社奈良支局

刊 2022.4.25）50円

◇水平社創立100周年 第64回定期大会 関連記事

解放新聞奈良県版 1167（部落解放新聞社奈良支局

刊 2022.5.25）50円

◇畝傍山周辺の「強制」 以前の歴史を発掘・伝承

解放新聞奈良県版 1168（部落解放新聞社奈良支局

刊 2022.6.10）50円

◇奈良県水平社創立100年 5月10日記念レセプショ

2022年7月25日
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を」赤井隆史

◇大阪市内ブロック「かわら版」

▪差別対象への対応おざなりに 大阪市と課題別

交渉

▪学校選択は差別を助長 E－comおおさか が市交

渉

解放新聞大阪版 2278（解放新聞社大阪支局刊 202

2.5.25）

◇男女平等社会の実現へ 3年ぶりに第65回全国女

性集会（熊本）

◇自己の差別性と向き合う 井上佳子

◇「自分を語る」識字は命

◇水平社創立100年 今年こそ鑑定人尋問、再審の

開始を 5.23を迎えて 石川一雄

解放新聞大阪版 2279（解放新聞社大阪支局刊 202

2.6.5）

◇実効性ある「条例」に ネット中傷防止で有識者

会議

◇水平社100年どう教えるか 松原で学習会・パネ

ル展も

解放新聞大阪版 2280（解放新聞社大阪支局刊 202

2.6.15）

◇再審開始の扉を開けて 今夏に鑑定人尋問請求へ

狭山市民集会

◇早期に人権救済法制定を 人権政策確立要求第一

次中央集会

◇差別と闘い続けて 元中央書記長・衆議院議員

小森龍邦さん偲ぶ会

◇情報を駆使して人権確立へ ニューメディア人権

機構が総会

◇映画「私のはなし 部落のはなし」公開案内

◇水平社博物館を見学 泉佐野・田尻・熊取共闘

解放新聞大阪版 2282（解放新聞社大阪支局刊 202

2.7.5）

◇水平時評 「ツイッター社の『ゼロ回答』差別を

禁ずる法整備が急務」赤井隆史

◇全国水平社創立100周年記念映画『破戒』の鑑賞

を推進しよう 7月8日から上映

◇大阪市内ブロックかわら版 大阪市ブロック会議

「住宅自治活動の推進を」

◇城北同和教育推進連絡協議会総会 開催

◇すみよし隣保館 寿で 地域住民の憩いの場「どっ

こい喫茶」開催

◇NPO人権尊重の矢田まちづくり委員会 学校と地

域が協力して防災訓練

解放新聞大阪版 2283（解放新聞社大阪支局刊 202

2.7.15）

◇部落解放人権研究所が総会「差別禁止法の制定

へ」

◇沖縄平和行進大阪府連青年部から5人が参加

◇反差別国際運動が第34回総会開催

◇北摂ブロックかわら版 人権のまちづくりへ 沢

良宜・吹田光明町が支部大会開催

解放新聞京都版 1230（解放新聞社京都支局刊 202

2.5.1）70円

◇京都府水平社創立100周年記念集会関連記事

◇連載「よき日」へ ―それぞれの歩み 京都府連・

同盟員への聴き取りから 第１回 中野宏さん

解放新聞京都版 1231（解放新聞社京都支局刊 202

2.5.20）70円

◇悔しい悲しい差別を残さない 部落解放同盟京都

府連第69回定期大会

◇府内の市町村でモニタリングを 第6回ネット差

別情報対策会議

◇「是栴陀羅」問題とは何か 仏教者としての課題

を語る 阪本仁さん

◇連載 「よき日」へ ―それぞれの歩み 京都府連・

同盟員への聞き取り 第2回 平瀬芳満さん

解放新聞京都版 1232（解放新聞社京都支局刊 202

2.6.1）70円

◇府内の７市が被害者へ告知 行政書士戸籍謄不正

請求事件

◇第65回熊本全女を開催 女性が解放運動の原動力

に

◇違いを乗り越え平和を築く場に ウトロ平和記念

館がオープン

◇６月に就職差別撤廃の要請行動 解放共闘が第５

回幹事会ひらく

◇連載 「よき日」へ ―それぞれの歩み 京都府連・

同盟員への聞き取り 第3回 松井清子さん

解放新聞京都版 1233（解放新聞社京都支局刊 202

2.6.15）70円

◇石川さん「59年前思い出して眠れぬ」狭山事件

の再審を求める市民集会

◇第69期の執行体制を確認 第1回府連執行委員会

ひらく

◇第70期京都人権文化講座4 案内

◇差別許さない実効性ある施策を 東京で第１次中

央集会ひらく

◇団結して「よき日」を 福知山地協が定期大会
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◇『50年のあゆみ』刊行 京都府連六区支部

◇ネットの人権侵害 第２回研究会報告記事

◇復刻版裁判の控訴理由書を解説する 2 山本志都

解放新聞 3026（解放新聞社刊 2022.5.10）115円

◇2022年度（第79期）一般運動方針（第１次草案）

一 部落解放運動をめぐる情勢の特徴

二 部落解放運動の基本方向

三 部落解放運動の当面する闘いの課題と具体的

とりくみ

解放新聞 3027（解放新聞社刊 2022.5.15）115円

◇狭山事件 第50回三者協議「客観的証拠の開示

タオル関係で開示促す」

◇主張「石川一雄さんの無実と狭山事件の再審開

始を求める世論を広げよう」

◇「だい32かい よみかきこうりゅうかい」から 4

◇東奔西走 36「新しい戦いと記憶の継承」

◇沖縄復帰50年 今何を語りかけるか 関西沖縄文

庫の金城馨さんに聞く1

◇復刻版裁判の控訴理由書を解説する 3 中井雅人

解放新聞 3028（解放新聞社刊 2022.5.25）115円

◇主張 全国水平社の闘いの歴史をふまえ、第79回

全国大会を成功させよう

◇「だい32かい よみかきこうりゅうかい」から 5

◇復刻版裁判の控訴理由書を解説する 4 指宿昭一

解放新聞 3029（解放新聞社刊 2022.6.5）115円

◇人権意識の高揚を39回目の差別戒名法会 和歌山

◇主張 就職差別を撤廃し、雇用促進・就労支援に

とりくもう

◇特集「部落差別の撤廃男女平等社会の実現へ」

部落解放第65回全国女性集会

◇長編ドキュメンタリー映画『私のはなし 部落の

はなし』順次公開

◇5.23 石川一雄さんのメッセージ

◇第48回部落解放文学賞受賞作・佳作など発表

解放新聞 3030（解放新聞社刊 2022.6.15）115円

◇特集 2022年度 部落解放・人権政策確立要求 第

１次中央集会「国内人権委員会の実現を」

◇地域づくりの指針を探る 第１回「むらの力」研

究会 大阪

解放新聞 3031（解放新聞社刊 2022.6.25）115円

◇狭山事件 第50回三者協議「客観的証拠の開示

タオル関係で開示促す」

◇第79回全国大会で 西島委員長、赤井書記長を軸

に 団結を固め新たな闘いへ

◇青年、高校生の運動の広がりを 徳島での全高・

全青に向け活動者会議

◇遺志を引き継ごうと 小森さんを偲ぶ会に500人

が（広島）

◇主張 人権と平和、民主主義、環境の確立に向け

て参議院選挙闘争を全力でとりくもう

◇人権短歌をよむ会「交差点」5月の会 平和な世

界を求め声をあげよう

◇狭山事件の再審を求める市民集会 5月24日東京

日比谷野音で開催

◇インターネット差別情報で サイバー上の運動を

◇実効性のある「条例」に吉村知事と対策懇談会

(大阪)

◇「おおくぼまちづくり館」が 開館20年で記念式

典(奈良)

解放新聞愛知版 507（部落解放同盟愛知県連合会

刊 2022.4.1）100円

◇「愛知県人権尊重の社会づくり条例」4月から施

行

◇愛知県による インターネットモニタリング事業

の実施状況について

解放新聞愛知版 508（部落解放同盟愛知県連合会

刊 2022.5.1）100円

◇愛知部落解放・人権研究所 第1回人権啓発研修

会 名古屋入管ウイシュマさん死亡事件を通じて

考える入管問題 指宿昭一さん

◇特定非営利活動法人愛知部落解放・人権研究所

第20回総会

解放新聞愛知版 509（部落解放同盟愛知県連合会

刊 2022.6.1）100円

◇愛知県連第47回大会 報告

解放新聞大阪版 2275（解放新聞社大阪支局刊 202

2.4.25）

◇府内で294件取得 戸籍など不正手で逮捕 宇都宮

の行政書士

◇水平時評「人助け指数」 下位の日本 SOSに対

応できる社会を 赤井隆史

◇差別禁止を明記、人権委員会を設置 包括的差

別禁止法案を発表 部落解放・人権研究所

解放新聞大阪版 2276（解放新聞社大阪支局刊 202

2.5.5）

部落解放同盟大阪府連合会 第69回定期大会 一般

運動方針（案）

解放新聞大阪版 2277（解放新聞社大阪支局刊 202

2.5.15）

◇水平時評「『不可侵 不可被侵』今こそ松本思想

2022年7月25日
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愛生 836（長島愛生園長濤会刊 2022.4.20）

◇ハンセン病患者は 家族は なぜ偏見差別や誹謗

中傷の対象となったのか? コロナ禍で再認識で

きた事について 山本典良

◇アイビープレス～長島愛生園歴史館だより～第

5号 資料保存と持続可能な歴史の継承 田村朋久

アイユ 371（人権教育啓発推進センター刊 2022.4.

15）225円

◇令和3年における「人権侵犯事件」の状況につい

て（概要）～法務省の人権擁護機関の取組～

◇第 40回 全国中学生人権作文コンテスト 特設サ

イト 案内

アイユ 372（人権教育啓発推進センター刊 2022.5.

15）225円

◇全人同協この一年 川崎辰己さん

◇北から南から人権啓発 前線 人権感覚あふれる

共生社会の実現をざして

◇第40回 全国中学生人権作文コンテスト 作品紹

介 特設サイト案内

ウィングスきょうと169（京都市男女共同参画推進

協会刊 2022.4）

◇図書情報室新刊案内

▪小杉みのり文『時代をきりひらいた日本の女た

ち』

▪リン・スタルスベルグ著『私はいま自由なの？

男女平等世界一の国ノルウェーが直面した現実』

愛媛大学教育学部紀要 68（愛媛大学教育学部刊 2

021.12）100円

◇隣保館の社会教育と地域福祉―研修会とモーニ

ングに注目して― 魁生由美子

解放共闘大阪 1131（部落解放大阪府民共闘会議刊

2022.5.1）

◇不朽の名作「破戒」60年ぶりに映画化 紹介記事

◇同和教育の歴史・「にんげん」展 画家 丸木俊

さんの表紙絵展示

解放共闘大阪 1132（部落解放大阪府民共闘会議刊

2022.5.15）

◇「スコップ・タオルの証拠開示せよ」狭山事件

第50回三者協議

◇狭山事件「警察官証言は偽証だ」再審理由の追

加申立提出

◇宇都宮の行政書士が戸籍など不正取得で逮捕

解放共闘大阪 1133（部落解放大阪府民共闘会議刊

2022.6.1）

◇狭山事件59年 再審の扉を開く突破口に 鑑定人

尋問を8月に請求か

◇人権の法制度確立を 人権政策確立要求中央実行

委

解放共闘大阪 1134（部落解放大阪府民共闘会議刊

2022.6.15）

◇部落解放同盟 第79回全国大会 西島委員長・赤

井書記長体制に新たな展望を切りひらく解放運

動を

◇部落解放共闘女性連絡会議 女性差別の撤廃へ 1

0月に京都で一泊合宿

解放新聞 3024（解放新聞社刊 2022.4.25）115円

◇復刻版裁判の控訴理由書を解説する 1 河村健夫

解放新聞 3025（解放新聞社刊 2022.5.5）115円

◇「だい32かい よみかきこうりゅうかい」から 3

◇ドキュメンタリー映画『教育と愛国』紹介記事

収集逐次刊行物目次（2022年4月～6月受入）

～各逐次刊行物の目次の中から部落問題関係のものを中心にピックアップしました～

事務局よりお知らせ

◇「2022年度差別の歴史を考える連続講座（全６回）」前半の３回が終了しました。たくさんの方々に
ご参加いただきました。次回は10月14日（金）に第４回を開催します。たくさんの方のご参加をお待
ちしています。


